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大
切
に
育
て
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う



町
制
施
行
70
周
年

　

本
町
は
、
昭
和
15
年
４
月
17
日
に
町
制

を
施
行
以
来
、
今
年
で
70
周
年
を
迎
え
ま

す
。
満
70
歳
の
誕
生
日
に
あ
た
る
本
年
４

月
17
日
に
は
、
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
70

周
年
を
お
祝
い
し
、
記
念
式
典
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
今
後
の
町
づ
く
り
の
発
展
に

つ
な
が
る
記
念
式
典
と
し
て
、
是
非
多
く

の
町
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
70
周
年
に
あ
た
り
、
10
年
間
の

町
の
歴
史
を
重
ね
た
町
勢
要
覧
を
記
念
誌

と
し
て
発
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
事

　

桂
川
町
役
場
で
は
、
３
月
末
で
、
一
般

職
３
名
、
幼
稚
園
教
諭
１
名
、
保
育
士
２

名
の
計
６
名
が
退
職
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
22
年
度
の
新
規
採
用

職
員
と
し
て
、
一
般
職
３
名
、
土
木
技
術

員
１
名
、
保
育
士
２
名
を
採
用
し
ま
す
。

来
年
３
月
以
降
も
４
年
間
で
27
人
の
定
年

退
職
者
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
世

代
交
代
の
時
期
に
あ
り
ま
す
。
職
員
の
職

務
に
対
す
る
自
覚
と
資
質
の
向
上
に
取
り

組
み
、
機
能
的
・
効
率
的
な
職
場
の
体
制

づ
く
り
に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

消
防
行
政

　

非
常
備
消
防
に
対
す
る
積
極
的
な
取
り
組

み
を
進
め
、
消
防
団
員
の
意
志
の
高
揚
を
図

る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
迅
速
な
対
応
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
敷
地
が
狭
く
、
直
接

県
道
に
面
す
る
な
ど
危
険
な
消
防
格
納
庫
が

数
か
所
あ
り
ま
す
の
で
、
条
件
が
整
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
整
備
し
て
い
く
方
針
で
す
。

は
じ
め
に

　

町
長
に
就
任
以
来
、「
信
頼
の
回
復
と
元
気
な
町
づ
く
り
」
を

政
策
の
基
本
に
据
え
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

財
政
の
安
定
化
を
念
頭
に
置
い
て
、
福
祉
・
教
育
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

生
活
環
境
の
整
備
、
充
実
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
、
４
回
目
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
こ
の
基
本
的
な
考
え

を
更
に
進
め
る
た
め
に
現
実
を
直
視
し
、
創
意
・
工
夫
を
凝
ら
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
協
働
の
精
神
を
も
っ
て
町
民
の
皆
さ
ん
と

の
対
話
を
深
め
、「
文
化
の
薫
り
高
い
心
豊
か
な
町
づ
く
り
」
の
実

現
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

３
月
５
日
か
ら
17
日
ま
で
行
わ
れ
た
３
月
定
例
議
会
。

井
上
町
長
の
「
施
政
方
針
」
の
主
な
内
容
及
び
平
成
22
年
度
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

　

本
町
で
は
現

在
、
毎
月
第
２
・

第
４
金
曜
日
を
安

全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
の
日
と
定

め
、「
青
色
防
犯
回

転
灯
」
に
よ
る
児

童
・
生
徒
の
見
守

り
パ
ト
ロ
ー
ル
や
交
通
安
全
啓
発
活
動
等
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
岡
県
は
、
本
年
４
月
か
ら
全
国

で
も
初
め
て
の
暴
力
団
排
除
条
例
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受

け
、
県
下
の
市
町
村
に
お
い
て
も
連
携
し
た

取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
桂
川
町
暴
力
団
排
除
条
例
」
を
制
定
し
、

県
と
の
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

桂
川
駅
周
辺
整
備
計
画

　

桂
川
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
に
つ
い
て

は
、
検
討
委
員
会
に
お
い
て
計
画
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
も

掲
載
し
、
住
民
の
皆
様
の
ご
意
見
等
を
伺
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
事

業
実
施
に
向
け
て
地
権
者
及
び
関
係
者
等
の

調
整
を
図
り
、
事
業
を
推
進
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
つ
い
て
は
、
桂
川
駅
前
の

交
通
安
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
緊
急
の
課

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
桂
川
駅
北
側
の
駅
前

広
場
等
の
整
備
に
関
す
る
測
量
設
計
業
務
委

託
料
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

桂
川
町
総
合
計
画

　

現
在
の
第
４
次
総
合
計
画
が
平
成
22
年

度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成

23
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
「
第
５
次
桂

川
町
総
合
計
画
」
を
策
定
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
総
合
計
画
は
地
方
自
治
法
に
定

め
ら
れ
た
も
の
で
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
運
営
を
図
る
た
め
、
10
年
間
の
基
本
構

想
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、

条
例
に
基
づ
き

「
桂
川
町
総
合
計

画
審
議
会
」
を

設
置
し
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
参

加
の
も
と
に
計

画
策
定
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

宅
地
分
譲

　

旭
ヶ
丘
団
地
の
分
譲
は
、
平
成
21
年
度

中
に
３
区
画
の
契
約
が
成
立
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
団
地
内
の
公
園
整
備
等
の
情

報
提
供
や
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
い
、
分
譲

の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町政について語る井上利 一町長

3 頁　平 22. 広報けいせん 4 月 平 22. 広報けいせん 4 月　2 頁

施
政
方
針
と
予
算
に
見
る

町
制
施
行
70
年
目
の
桂
川
町

Administoration
Policies

平成 22 年度



教
育
政
策

　

昨
年
度
実
施
さ
れ
た
「
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
」
に
お
け
る
本
町
の
小
中
学

校
の
正
答
率
は
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
上

昇
し
て
い
ま
す
が
依
然
と
し
て
低
位
の
状

況
に
あ
り
、
教
育
委
員
会
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
等
の
協
力
を
得
て
、
よ
り
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
教
育
委
員
会
に
新
た
に

指
導
主
事
を
配
置
し
、
学
校
へ
の
指
導

を
は
じ
め
教
職
員
の
研
修
指
導
等
の
充

実
を
図
り
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な

学
校
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
学
習
障
が
い
（
Ｌ
Ｄ
）

や
注
意
欠
陥
多
動
性
障
が
い
（
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
）
等
の
障
が
い
を
持
つ
児
童
生
徒
が

増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
障
が
い
の

有
無
に
拘
わ
ら
ず
、
全
て
の
子
ど
も
の

「
学
力
の
保
障
」
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

実
情
に
応
じ
た
特
別
教
育
支
援
員
を
配

置
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
の
低
学
年
は
、
学
校

生
活
の
基
礎
を
築
く
大
変
重
要
な
時
期

の
た
め
、
学
級
の
機
能
を
生
か
し
た
き

め
細
か
な
指
導
を
実
施
し
、
学
習
の
充

実
を
図
る
た
め
に
も
少
人
数
学
級
が
望

ま
し
く
、
平
成
22
年
度
か
ら
小
学
校
の

35
人
学
級
編
成
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

　

昨
年
10
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
資
源
ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
５
カ
月
を
経
過
し
、
住

民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
収
納
ボ
ッ
ク
ス

の
利
用
は
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
ま
で
の
収
納
量
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
白
色
ト
レ
イ
が
約
１
４
０
０
㎏
、
古
布
・

古
紙
が
約
１
５
０
０
０
kg
、
有
害
ゴ
ミ
が

約
５
９
０
kg
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
一
般
廃
棄
物
は
確
実
に
減
少
し
て

い
ま
す
の
で
、
更
な
る
啓
発
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

介
護
保
険

　

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
で
は
、
市
町

村
合
併
が
進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
支
部
の
統

合
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
本
年

４
月
か
ら
「
田
川
・
桂
川
支
部
」
と
い
う
組

織
に
な
り
、
旧
嘉
穂
支
部
は
桂
川
分
室
と
し

て
存
続
し
ま
す
。
実
務
的
な
業
務
は
、
従
来

通
り
桂
川
町
内
の
現
在
の
事
務
所
で
行
い
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に

今
後
と
も
積
極
的
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
策

　

福
祉
施
策
は
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
基
本
に
、

人
に
や
さ
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
高
齢
化
率
は
今
年
１
月
末
現
在
で

24
・
６
％
で
す
。
こ
れ
は
５
年
前
と
比
べ
て

２
・
１
％
、
約
３
０
０
人
増
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
昨
年
３
月
に

「
第
４
期
高
齢
者
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、

高
齢
期
を
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
地
域
支
援
事
業

農
業
政
策

　

国
の
農
業
政
策
で
、
農
家
の
戸
別
所

得
補
償
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、

農
地
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
は
、
Ｊ
Ａ
福
岡
嘉
穂
と
連
携
し

て
町
内
の
各
生
産
組
合
ご
と
に
説
明
会

を
開
催
し
、
国
が
目
指
し
て
い
る
食
糧

の
安
定
供
給
、
農
業
の
多
面
的
機
能
の

維
持
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
農
地
の

利
用
集
積
及
び
有
効
利
用
を
促
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
農
産
物
直
売
所
・
と
れ
た
て
村

は
、
昨
年
７
月
か
ら
開
始
し
、
12
月
か
ら

は
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
を
改
装
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
関
係
者
の
方
々
に
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

一
日
の
来
店
者
は
平
均
１
０
０
人
ほ

ど
で
す
が
、
農
産
物
出
荷
者
も
46
人
に
増

え
、
関
係
者
が
自

主
的
に
研
修
会
を

開
く
な
ど
、
積
極

的
な
取
り
組
み
が

展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
桂
川
町
独
自

の
取
り
組
み
と
し

て
、
今
後
の
活
動

に
大
い
に
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

子
育
て
支
援

　

子
ど
も
は
町
の
宝
で
あ
り
、
子
ど
も
を
安

心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

平
成
21
年
度
に
策
定
し
た
「
第
２
期
次
世
代

育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
子

育
て
・
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
母
子
保
健
事
業
は
、
子
育
て
支
援

の
観
点
か
ら
、
妊
娠
や
出
産
、
子
育
て
等
の

家
庭
に
対
し
て
、
保
健
師
・
助
産
師
に
よ
る

訪
問
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

妊
婦
健
診
は
、
公
費
補
助
に
よ
る
検
診
回

数
を
引
き
続
き
14
回
実
施
し
、
妊
婦
の
歯
科

健
診
に
つ
い
て
も
平
成
22
年
度
か
ら
初
回
の

健
診
費
用
を
無
料
化
し
、
受
診
を
奨
励
し
て

ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
手
当

　

子
ど
も
手
当
は
、
子
ど
も
の
育
成
を
社
会

全
体
で
支
援
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
中
学

校
終
了
ま
で
の
子
ど
も
に
対
し
平
成
22
年
度

は
一
人
月
額
１
万
３
千
円
を
６
月
、
10
月
、

２
月
の
年
３
回
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

財
源
は
、
子
ど
も
手
当
の
一
部
に
児
童
手

当
分
を
充
当
し
ま
す
。
本
町
で
の
児
童
手
当

の
支
給
額
は
約
１
億
６
百
万
円
で
す
が
、
子

ど
も
手
当
の
支
給
額
は
２
億
９
千
万
円
と
な

り
、
月
額
２
万
６
千
円
に
な
る
と
年
間
約

５
億
８
千
万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。
今
後
、

予
算
の
組
み
替
え
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

　

国
民
健
康
保
険
の
運
営
上
の
大
き
な
課
題

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
平
成
20
年
４
月

か
ら
開
始
さ
れ
た
特
定
健
康
診
査
、
特
定
保

健
指
導
も
３
年
目
を
迎
え
、
そ
の
実
績
・
成

果
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
40
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
加
入
者

を
対
象
と
し
て
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
（
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
に
着
目
し
た
検

査
項
目
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

国
か
ら
指
示
さ
れ
た
目
標
受
診
率
は
、
平

成
24
年
度
65
％
で
す
。
本
町
の
平
成
20
年
度

の
受
診
率
は
27
・
１
％
で
、
21
年
度
は
37
・

９
％
と
着
実
に
増
加
し
、
併
せ
て
特
定
保
健

指
導
率
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
目
標
受
診
率
を
50
％
と

し
、
受
診
喚
起
等
に
努
力
し
ま
す
。

障
が
い
者
の
福
祉
施
策

　

障
が
い
者
の
福
祉
施
策
の
基
本
は
、
誰
も

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
の
実
現
で
す
。
昨
年
３
月

に
策
定
し
た
「
第
２
期
障
が
い
福
祉
計
画
」

に
基
づ
き
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
飯
塚
圏
域
障
が
い
者
地
域
自
立
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
桂
川
町
、
飯
塚
市
、
嘉

麻
市
及
び
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
と

協
議
し
、昨
年
の
４
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
施
策
の
充
実
を
図
り
、
地
域
に

お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
強
化
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
心
身
障
が
い
者
共
同
作
業
所
は
、

身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会
の
役
員
交
代
等
に

よ
り
、
平
成
22
年
度
か
ら
の
運
営
を
社
会
福

祉
協
議
会
に
委
託
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

で
は
、
通
所
型
介
護
予
防
事
業
に
加
え
、
頭

脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
等
を
新
た
に
開
設

す
る
な
ど
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
拡
大
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
機
能
評
価
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
よ
る
特
定
高
齢
者
に
は
、
要
介

護
状
態
へ
の
進
行
を
予
防
す
る
た
め
の
訪
問

指
導
な
ど
、
今
後
と
も
様
々
な
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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国
の
示
す
平
成
22
年
度
予
算
編
成

　

国
が
示
し
た
地
方
財
政
対
策
の
方
針
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
「
平
成
22
年
度
に
お
い
て
は
、
個
人
所
得

の
大
幅
な
減
少
や
企
業
収
益
の
急
激
な
悪
化

等
に
よ
り
、
地
方
税
収
入
や
地
方
交
付
税
の

原
資
と
な
る
国
税
収
入
が
引
き
続
き
落
ち
込

む
一
方
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の
自
然
増
や

公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
等
に

よ
り
、
定
数
削
減
や
人
事
院
勧
告
に
伴
い
給

与
関
係
経
費
が
大
幅
に
減
少
し
て
も
な
お
、

財
源
不
足
が
過
去
最
大
の
規
模
に
拡
大
す
る

も
の
と
見
込
ま
れ
た
。
一
方
、
平
成
22
年
度

予
算
編
成
の
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
地
域

の
こ
と
は
地
域
で
決
め
る
、
地
域
主
権
の
確

立
に
向
け
た
制
度
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
地
域
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に
提

供
で
き
る
よ
う
、
地
方
財
政
の
所
要
の
財
源

を
確
保
す
る
こ
と
で
、
住
民
生
活
の
安
心
と

安
全
を
守
る
と
と
も
に
地
方
経
済
を
支
え
、

地
域
の
活
力
を
回
復
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
方
針
に
沿
っ
て
平
成
22

年
度
の
地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
は
、
財
源

不
足
の
補
て
ん
措
置
と
し
て
、
地
方
交
付
税

と
臨
時
財
政
対
策
債
を
合
わ
せ
た
額
で
対
前

年
度
比
、
３
兆
６
千
３
百
億
円
の
増
額
な
ど

所
要
の
措
置
を
講
じ
た
。」

桂
川
町
の
平
成
22
年
度
予
算

　

先
の
国
の
指
針
か
ら
も
、
ま
だ
ま
だ
厳
し

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
町
の
平
成

22
年
度
一
般
会
計
の
予
算
は
対
前
年
度
比
、

0.7
％
減
の
46
億
３
９
９
５
万
８
千
円
で
す

が
、公
債
費
を
除
く
実
質
予
算
の
伸
び
で
は
、

対
前
年
度
比
1.1
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
町
民
税
、
固
定
資
産

税
な
ど
対
前
年
度
比
で
減
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
地
方
交
付
税
と
そ
の
代
替
措
置
で
あ
る

臨
時
財
政
対
策
債
（
百
％
交
付
税
措
置
が
さ

れ
る
も
の
）
で
は
、
前
年
度
比
17
・
３
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、「
総
務
費
」
で
、
桂

川
駅
周
辺
整
備
工
事
に
係
る
測
量
設
計
業
務

委
託
料
や
総
合
計
画
策
定
業
務
委
託
料
、
町

勢
要
覧
作
成
業
務
委
託
料
な
ど
を
計
上
し
て

い
ま
す
。「
衛
生
費
」
で
は
、
妊
婦
の
良
好

な
出
産
を
助
長
す
る
た
め
の
歯
科
検
診
受
診

料
1
回
分
の
無
料
化
に
係
る
予
算
や
、「
消

防
費
」
で
は
、
消
防
団
の
格
納
庫
２
箇
所
に

係
る
建
設
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
款
「
教
育
費
」
で
は
、
指
導
主

事
を
配
置
す
る
予
算
や
、
学
習
障
が
い
等
の

児
童
・
生
徒
に
対
応
す
る
た
め
、
特
別
教
育

支
援
員
の
配
置
等
に
関
す
る
予
算
の
計
上
を

し
て
い
ま
す
。

社
会
体
育

　

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
健
康
づ
く
り
を
体
育
協

会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
小
学
生
を
対
象
に
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
等
の
普
及
に
も
取
り
組
み
、
体
力
向
上

を
目
指
す
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
育

成
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
立
幼
稚
園

　

桂
川
幼
稚
園
の
園
長
を
新
た
に
外
部
か
ら

招
へ
い
し
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
運
営
審
議

会
を
設
置
し
、
こ
れ
か
ら
の
桂
川
幼
稚
園
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
・
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

人
権
・
同
和
問
題

　

人
権
・
同
和
問
題
協
議
会
は
、
平
成
21
年

度
に
組
織
体
制
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、

人
権
教
育
啓
発
推
進
委
員
会
を
新
設
し
、
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
更
に
い
ろ
い

ろ
な
提
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
差
別
の
な

い
明
る
い
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
立
図
書
館

　

町
立
図
書
館
に
は
、
利

用
者
か
ら
要
望
が
多
い
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
パ
ソ

コ
ン
の
設
置
を
考
え
て
い

ま
す
。
な
お
、
閲
覧
パ
ソ

コ
ン
に
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、

子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心
し
て
使
え
る
シ

ス
テ
ム
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
は
、
若
い
お
母
さ
ん
に
大
変
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
図

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
も
と
に
、
内
容

の
充
実
を
図
り
、
幼
児
期
の
早
い
段
階
か
ら

絵
本
に
親
し
む
機
会
を
提
供
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

社
会
教
育

　

子
供
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
は
、
生

活
体
験
を
中
心
と
し
た
い
ろ
ん
な
体
験
を
重

ね
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
提
言
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
活
動
は

も
と
よ
り
、
子
ど
も
会
・
婦
人
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
６
泊
７
日
の
通

学
合
宿
を
年
２
回
実
施
す
る
計
画
で
す
。

役
場
開
庁
時
間
延
長

　

平
成
19
年
９
月
か
ら
毎
週
木
曜
日
に
実

施
し
て
い
ま
す
窓
口
業
務
の
延
長
は
、
年

を
重
ね
る
ご
と
に
利
用
者
が
増
え
、
多
く

の
方
が
仕
事
帰
り
に
用
件
を
済
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
継
続
す
る
方
針
で
す
。

役
場
機
構
の
改
善

　

工
事
関
係
業
務
、
契
約
業
務
、
収
納
業
務

の
一
元
化
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、

組
織
機
構
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

ま
ず「
建
設
課
」の
名
称
を「
建
設
事
業
課
」

に
改
め
、「
工
務
係
」
の
名
称
を
「
事
業
係
」

に
変
更
、
そ
し
て
建
設
事
業
課
の
中
に
新
た

に
「
事
業
契
約
係
」
を
設
け
、
事
務
事
業
の

効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
税
務
課
内
に
「
収
納
対
策
室
」
を

新
設
し
、こ
れ
ま
で
の
収
納
係
と
は
別
に
「
滞

納
整
理
係
」
を
新
設
し
、
企
業
の
倒
産
・
リ

ス
ト
ラ
等
が
拡
大
す
る
中
で
税
収
は
今
後
も

厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
徴
収
率
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
滞
納
整

理
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

桂
川
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

本
町
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

は
、
一
昨
年
11
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
件
数
が
50
万
件
を
超
え
、
町

の
情
報
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
町
の
重
要
な
情
報
の
発
信
手
段

と
し
て
、
最
新
の
情
報
提
供
、
内
容
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
税
局
経
験
者
等
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
現
状
分
析
を
行
い
、
公
平
で
効
率

的
な
収
納
対
策
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
機
構
改
善
に
よ
る
組
織
編
成
は
本

年
４
月
１
日
か
ら
行
い
ま
す
が
、
実
際
の
業

務
は
担
当
者
間
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
順
次

移
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
化
財
振
興

　

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
王
塚
古
墳
及
び
王

塚
装
飾
古
墳
館
は
、
広
域
的
な
観
点
か
ら
観
光

資
源
と
し
て
の
活
用
が
必
要
で
す
。
飯
塚
市
、

嘉
麻
市
及
び
観
光
協
会
等
の
協
力
を
得
な
が

ら
広
報
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
、
地
図

情
報
シ
ス
テ
ム
に
遺
跡
情
報
を
付
加
し
、
開

発
行
為
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
図
り
ま
す
。
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【一般会計】46 億 3995 万 8 千円の内訳歳  出 （１年間に町が支出するお金）

　

用
語
の
説
明

◆
一
般
会
計　

行
政
運
営
に
必
要
な
基

本
的
予
算
。
町
民
が
納
め
た
税
金
や

地
方
交
付
税
、
国
・
県
か
ら
の
補
助

金
な
ど
を
財
源
と
し
、
福
祉
や
教
育
、

道
路
整
備
な
ど
の
経
費
に
あ
て
る
。

◆
特
別
会
計
・
企
業
会
計
（
水
道
事
業
）

　

一
般
会
計
と
は
別
に
構
成
。
独
立
採
算

制
を
基
本
と
し
、
特
別
会
計
と
し
て

は
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
、
老
人
保
健
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
企
業
会
計
に
は
、
水
道
事
業
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

支
え
る
た
め
に
役
立
っ
て
い
る
。

◆
歳
入

○
町
税　

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
町
た
ば
こ
税
等
。

○
地
方
贈
与
税　

地
方
税
収
入
の
一
つ
。

国
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
、
そ
の
ま
ま

地
方
公
共
団
体
に
譲
与
。
現
在
、
自

動
車
重
量
譲
与
税
・
地
方
揮
発
油
譲

与
税
な
ど
が
あ
る
。

○
地
方
交
付
税　

地
方
公
共
団
体
間
の
税

源
力
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
、
国
が
そ
の
使
い
道
を

限
定
せ
ず
に
交
付
す
る
税
の
こ
と
。

○
国
庫
・
県
支
出
金　

国
や
県
が
使
い
み

ち
を
指
定
し
て
地
方
公
共
団
体
に
負

担
交
付
す
る
も
の
。
負
担
金
・
補
助
金
・

委
託
金
等
。

○
町
債　

建
設
事
業
等
の
財
源
に
あ
て
る

た
め
借
り
入
れ
る
長
期
借
入
金
。

◆
歳
出

○
議
会
費　

議
会
活
動
費

○
総
務
費　

全
般
的
な
事
務
に
係
る
経

費
。
庁
舎
管
理
や
税
金
、
選
挙
、
戸
籍
、

住
民
票
等
に
係
る
事
務
の
経
費
に
あ

て
ら
れ
る
。

○
民
生
費　

町
民
に
一
定
水
準
の
生
活
と

安
定
し
た
社
会
生
活
を
保
障
す
る
の

に
必
要
な
経
費
。
社
会
福
祉
や
保
育

所
、
同
和
対
策
等
に
要
す
る
経
費
に

あ
て
ら
れ
る
。

○
衛
生
費　

住
民
の
健
康
管
理
や
環
境
保

全
に
要
す
る
経
費
。
予
防
接
種
や
住

民
健
診
、
環
境
衛
生
、
ご
み
や
し
尿

処
理
な
ど
に
あ
て
ら
れ
る
。

○
労
働
費　

失
業
対
策
事
業
等
に
要
す
る

経
費
。

○
農
林
水
産
業
費　

農
業
や
林
業
の
振
興

を
図
る
た
め
の
経
費
。

○
商
工
費　

商
工
業
の
振
興
や
観
光
事
業

等
に
あ
て
ら
れ
る
。

○
土
木
費　

道
路
や
河
川
、
町
営
住
宅
等

の
整
備
や
維
持
管
理
等
に
あ
て
ら
れ
る
。

○
消
防
費　

火
災
、
水
害
、
災
害
防
備
等

に
要
す
る
経
費
。

○
教
育
費　

学
校
教
育
や
社
会
教
育
、
文

化
財
保
護
の
運
営
、
管
理
に
要
す
る

経
費
。

○
公
債
費　

事
業
等
を
行
う
際
に
借
り
入

れ
た
町
債
の
元
利
償
還
金
。

歳  入（１年間に町に入るお金）

町税（23.1%）
10 億 7225 万円

地方譲与税（1.3%）
6096 万円

（内　訳）
自動車重量譲与税　4425 万 5 千円
地方揮発油税 1670 万 5 千円

地方交付税（37.5%）
17 億 3949 万 2 千円

国・県支出金（14.9%）
6 億 9336 万 5 千円

その他（11.1%）
5 億 1270 万 6 千円

町債（11.6%）
5 億 3681 万円

繰入金（0.5%）
2437 万 5 千円

町税（内訳）
町　民　税　4 億 6982 万 8 千円
固定資産税　4 億 7703 万 9 千円
軽自動車税 2913 万円
町たばこ税 9625 万 3 千円

議会費（1.4%）
6923 万 3 千円

総務費（13.5%）
6 億 2629 万 6 千円

民生費（37.7%）
17 億 4915 万 6 千円

衛生費（10.6%）
4 億 9057 万 3 千円

農林水産業費（2.4%）
1 億 1226 万 9 千円

商工費（0.3%）
1,534 万 4 千円

土木費（5.2%）
2 億 3986 万 9 千円

消防費（5.2%）
2 億 4191 万 2 千円 教育費（9.6%）

4 億 4691 万 9 千円

公債費（11.5%）
5 億 3208 万 1 千円

予備費等（0.2%）
720 万 1 千円

労働費（2.4%）
1 億 910 万 5 千円

商 工 費

1,070 円

土 木 費

16,726 円

消 防 費

16,869 円

教 育 費

31,164 円

公 債 費

37,102 円

予 備 費 等

502 円

議 会 費

4,828 円

総 務 費

43,671 円

民 生 費

121,968 円

衛 生 費

34,208 円

労 働 費

7,608 円

農林水産業費

7,829 円

【一般会計】町民１人当たりの内訳
（人口 14,341 人：平成 22 年２月末現在で算定）

歳出予算総額 １人当たり

　　 323,545 円

【予算総額の内訳】 対前年比

一般会計 46 億 3995 万 8 千円 （0.7%減）

特別会計
住宅新築資金等貸付 2778 万 0 千円 （21.7%減）
土 地 取 得 1063 万 1 千円 （0.7%減）
国 民 健 康 保 険 17 億 9298 万 5 千円 （4.8%増）
後 期 高 齢 者 医 療 1 億 8868 万 2 千円 （2.4%増）
老 人 保 健 407 万 6 千円 （73.6%減）

計 20 億 2415 万 4 千円 （3.5%増）

企業会計（水道） ２億 2432 万 4 千円 （3.1%減）

合　　計 68 億 8843 万 6 千円 （0.4%増）

平成 22 年度の予算総額は

68億8843万６千円です
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な
に
げ
な
い

　
　

そ
の
ひ
と
言
が　

差
別
の
芽

平
成
21
年
度 

人
権
・
同
和
問
題
の

啓
発
標
語
代
表
作
品

桂
川
小
学
六
年　

出
葉 

光
太
郎 

さ
ん

佳　
作

 水道修繕当番（水は大切に）

≫ 0 4 月
 谷 口 住 設 ☎ 65・3253
 ㈱ 草 場 ☎ 72・0122

≫ 5 月
 ㈲  福 岡 設 備 ☎ 65・1035
 山 倉 建 設 ㈱ ☎ 42・1615

問
合
先　

住
民
課 

住
民
年
金
係　

☎
６
５
・
３
３
０
１

本
年
は
、
国
勢
調
査
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省
に

よ
る
〝
人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
〟
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
各
種
戸
籍
届
出
の
際
に
は
、
職
業
欄
の
記
入
を

お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
調
査
期
間
】
～
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

【
調
査
対
象
者
】
出
生
、
死
亡
、
死
産
、
婚
姻
及
び
離
婚
の
届
出

を
さ
れ
る
方

※
詳
し
く
は
、
届
出
の
際
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

本
年
は
、
５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
の
年
で
す
！

戸
籍
の
届
出
を
さ
れ
る
方
へ
お
願
い

２

12

6

39

時
間
延
長
を
行
う
課

① 

住　

民　

課
（
☎
６
５
・
３
３
０
１
）

② 

税　

務　

課
（
☎
６
５
・
１
０
７
６
）

③ 

保
険
環
境
課
（
☎
６
５
・
１
０
９
７
）

④ 

建
設
事
業
課
（
☎
６
５
・
３
３
３
０
）　

⑤ 

水　

道　

課
（
☎
６
５
・
３
２
４
１
）

⑥ 

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課
（
☎
６
５
・
１
１
４
９
）

　

現
在
、
桂
川
町
役
場
で
は
、
毎
週
木
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
、
一

部
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
※
祝
日
の
場
合
は
閉
庁
）

　

来
庁
さ
れ
る
際
に
は
、
時
間
延
長
す
る
関
係
課
へ
、
内
容
等
に
つ

い
て
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ゆ
っ
く
り
来
庁
で
き
ま
す

木
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
、
窓
口
業
務
の
一
部
延
長

３
内 訳 前月比 前年比

人 口 14,341 人 -9 -85

男 性 6,743 人 4 7

女 性 7,598 人 -13 -92

世帯数 6,065 戸 -3 43

 人のうごき（平成 22 年 2 月末現在）

桂
川
町
は
、
平
成
22
年
４
月
17
日
に
町
制
施
行
70
周
年
の
記
念

す
べ
き
日
を
迎
え
ま
す
。

「
桂
川
村
」
か
ら
「
桂
川
町
」
に
町
制
を
施
行
し
た
の
は
、
石
炭

産
業
が
華
や
か
な
昭
和
15
年
４
月
17
日
で
し
た
。

町
制
施
行
か
ら
70
年
の
歴
史
は
重
く
、「
温
故
知
新
」
の
言
葉
ど

お
り
、
町
の
歴
史
に
想
い
を
馳
せ
、
紐
解
き
学
び
な
が
ら
、
輝
く
明

日
を
創
造
す
る
た
め
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
町
制
施
行
70
周

年
を
祝
う
記
念
式
典
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

ご
多
忙
の
折
、
誠
に
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
近
所
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
ご
出
席
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

 

記
念
式
典

【
と　

き
】
平
成
22
年
４
月
17
日
（
土
）

９
時
～
受
付
、
９
時
30
分
～
開
場

【
と
こ
ろ
】
桂
川
町
住
民
セ
ン
タ
ー
（
大
ホ
ー
ル
）

町
民
の
皆
様
と
一
緒
に
祝
う

町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典

１

プ ロ グ ラ ム

10：00 ～ 10：30  【第一部】　式　典

10：30 ～ 11：00  【第二部】　70 年の幕開け

「王塚太鼓記念演奏」

11：00 ～ 12：00  【第三部】　記念講演

「やる気を起こせば 必ず奇跡が起きる」

講師　豊 重 哲 郎／鹿児島県鹿屋市柳谷町内会長

Keisen town
～文化の薫り高い心豊かな町づくり～

　問合先　  桂川町役場総務課 庶務係　☎ 65-1100
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桂
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政
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４月から国民年金保険料額が変わります
平成 22 年度（平成 22 年４月～平成 23 年３月）の国民年金保険料は

          月額 15,100 円 になります。

　日本国内に住んでいる 20 歳以上 60 歳未満のすべての人は国民年金に加入し、保険料を納め

ることが義務づけられています。

　しかし、保険料を納めることが困難な学生については、「学生納付特例」の制度があります。

申請して認められると、在学中の保険料を卒業後に後払い（追納）することができます。

　 対象となる人
大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及びその他の教育施設（※１）
に在学する学生等（※２）で、本人の前年度所得が１１８万円以下（※３）である人

　 （※１）各種学校については１年以上の課程に在籍している人に限ります。
　 （※２）夜間・定時制課程や通信課程の人も含まれます。
　 （※３）扶養家族のいる学生の場合は基準額が変わります。

　 申請時に必要なもの
◉学生証（コピー可）または在学証明書　◉年金手帳または国民年金保険料納付書　◉印鑑

※代理人が申請する場合は運転免許証等の身分証明書
※世帯が別の代理人が申請する場合は上記に加えて委任状が必要です。

　 対象となる期間　

平成 22 年４月～平成 23 年３月の間の国民年金保険料

　 承認を受けた期間について
◉病気や不慮の事故等で重い障害が残った場合、障害基礎年

金を受給するための資格期間として算入されます。

◉老齢基礎年金を受給するための資格期間には算入されますが、
後払い（追納）しないと年金額には反映されません。

　 追納について　

○承認を受けた期間の保険料は、10 年以内であれば後払い（追納）
することができます。ただし、２年度を過ぎると当時の保険料に
加算金がつきます。

○追納する場合は年金事務所に納付書の再発行を依頼してください。

　 申請受付期間・場所
○平成 23 年３月末日まで
　申請は、役場 住民課 住民年金係（２番窓口）または年金事務所で手続きしてください。

　問合先　 直方年金事務所（国民年金課） ☎ 0949-22-0905

　　　　　 桂川町役場 住民課 住民年金係　☎ 65-3301

国民年金からのお知らせ

4 月から学生納付特例申請の受付が始まります！
4

A
A
A

A

Q
離職の翌日から翌年度末までの期間において次の要件で、失業等給付を受けている方

（１）雇用保険の特定受給資格者（例：倒産・解雇などによる離職者）
（２）雇用保険の特定理由離職者（例：雇い止めなどによる離職者）

Q 国民健康保険税は、前年の所得などにより算定されます。軽減は、前年の給与
所得をその 30/100 とみなして行います。

Q
離職の翌日から翌年度末までの期間です。

※雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異なります。
※国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引き続き対象となりますが、会社の健

康保険に加入するなど国民健康保険を脱退すると終了します。

Q 制度が始まる前１年以内（平成 21 年３月 31 日以降）に離職された方は、平
成 22 年度に限り国民健康保険税が軽減されます。

※ただし、平成 21 年度の国民健康保険税は対象となりません。

対象者は？

軽減額は？

軽減期間は？

制度が始まる前
の失業は対象外
ですか？

　問合先　  桂川町役場 税務課 税務係　☎ 65-1076

※軽減を受けるには申請が必要です。手続き方法等、詳しくはお問合せください。

“倒産・解雇”や“雇い止め”などによる離職をされた方へ
6

4 月から国民健康保険税が軽減されます！

　  平成 22 年度 国民健康保険税の徴収方法
※既に平成 21 年度（平成 21 年 10 月以降）から年金天引きになっている方

支払月 H22 年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 H23 年

１月 ２月 ３月

特別徴収
（年金天引き） ○ ○ ○ ● ● ●

年間６回の年金からの天引きになります。

【 ○ 】・・・仮徴収 この期間中は、前年度の国民健康保険税額をもとに算出され
た金額（平成 22 年２月分）が天引となります。

【 ● 】・・・本徴収 前年度の所得をもとに年間課税額が確定し、年間課税額から
仮徴収済みの金額を差し引いた金額が天引きされます。

　  社会保険料控除について

特別徴収（年金天引き）
されている場合

年金の受給者たる被保険者である世帯主に社会保険料控除が
適用されます。

口座振替の場合
口座振替によりその保険料を支払った者に社会保険料控除が
適用されます。

　問合先　  桂川町役場 税務課 税務係　☎ 65-1076

国民健康保険税の徴収方法について
5

年金を受給されている国民健康保険加入者様へ



指導者　緒方 園美

代表者　松尾 和子（☎ 65・2196）

活動日　毎週木曜日 /19 時 30 分～ 21 時
会費等　月額 2,000 円
その他　男性も大歓迎

11  ひまわり（コーラス）

指導者　矢野 一声

代表者　武井 ミチ子（☎ 65・0968）

活動日　毎週金曜日 /19 時～ 21 時
会費等　会費 3,500 円

02  桂寿会（民謡）

22平成　　　　　 年度

サークル・教室・講座 会員募集 各施設で行われているサークルなどを紹介します。
申し込みは各代表者にお電話か直接会場へどうぞ。 スポーツ

S ports

サークル紹介（住民センター　☎ 65・2007）1

指導者　楠見 福太郎

代表者　片岡 セイ子（☎ 65・4109）

活動日　第 2・4 火曜日 /13 時～ 15 時
会費等　月額 4,000 円

01  筑豊会（民謡）

指導者　下川 安美

代表者　中野 吉和（☎ 65・0346）

活動日　毎週土曜日 /13 時～ 17 時
　　　　囲碁大会（毎月第 4 日曜日）
会費等　入会金 1,000 円

16  囲碁クラブ

指導・代表　田中 壽子（☎ 65・0083）

活動日　第 1・2・3 火曜日
　　　　17 時～ 19 時
会費等　月額 3,000 円

07  茶道（表千家）

指導者　矢野 京子

代表者　神﨑 鈴子（☎ 65・0511）

活動日　第 1・4 日曜日 /13 時～ 16 時
会費等　会費 1,500 円

05  短歌会

指導者　小島 典夫

代表者　林田 勇（☎ 65・0040）

活動日　毎週水曜日 /19 時～ 21 時
会費等　月額 2,000 円

04  桂謡会（謡曲）
指導・代表　吉住 和代（☎ 65・2796）

活動日　金曜日（月 2 回）
　　　　10 時 30 分～ 12 時 30 分
会費等　入会金 2,000 円 / 月額 3,000 円

09  大正琴 琴線会

指導・代表　金 美英

　　　　（☎ 090・3798・0887）

活動日　毎週水曜日・金曜日
　　　　水曜日 13 時 30 分～ 14 時 30 分
　　　　金曜日 18 時 30 分～ 19 時 30 分
会費等　会費 3,000 円

14  韓国語サークル

指導者　大庭 土筆

代表者　藤田 光久（☎ 65・1753）

　　　　花田 ムツ子（☎ 65・0431）
活動日　第 3 木曜日 /12 時～ 16 時
会費等　1 回 1,000 円

06  俳句会

指導者　有吉 嶺嵐（師範）

代表者　橋本 ハル子（☎ 62・4745）

　　　　諌山 直子（☎ 65・0022）

活動日　毎週木曜日 /14 時～ 16 時
　　　　（曜日・時間等はご相談ください。）
会費等　月額 3,000 円

03  青山会（詩吟）

指導・代表　都築 健二

活動日　毎週土曜日
　　　10 時～ 13 時
会費等　月額 1,000 円

10  クラシックギター教室「楽」

指導・代表　田牧 壮平（☎ 65・5491）

活動日　第 2・4 土曜日 /13 時～ 16 時
会費等　月額 2,000 円

12  油絵・水彩画教室

講座紹介（住民センター　☎ 65・2007）2

開 催 日　5 月～ 2 月の第 3 火曜日（月 1 回）

内 容　教養コース・専門コース（園芸・習字・民謡・陶芸）

対 象 者　町内居住者で 4 月 1 日現在 60 歳以上の方
募集期間　4 月 16 日（金）まで

◇  ことぶき大学講座

講座紹介（王塚装飾古墳館　☎ 65・2900）3

開 催 日　初回 5 月 22 日～（年 10 回・毎月第 4 土曜日予定）

対 象 者　桂川町民

◇  ふるさと講座
指導・代表　佐々木 香華（家元）

　　　　（☎ 092・681・0270）

活動日　第 1・3 水曜日
　　　13 時 30 分～ 15 時 30 分
会費等　月額 3,000 円

08  香弦流 真珠の会

指導者　深谷 喜代美

代表者　河原 好子（☎ 65・1751）

活動日　毎週木曜日（月 3 回）
　　　　19 時 45 分～ 21 時 45 分
会費等　月額 3,000 円 / 材料代は自費

13  籐手芸サークル

ウォーキング教室
我流で歩いてるみなさん！ウォーキングの基本か
ら学んでみませんか？
日　時　４月 13 日～３月 29 日までの毎週火曜
　　　　9 時 50 分～ 11 時 20 分
場　所　桂川町総合体育館・総合グラウンド
対　象　町内居住者
参加費　１回 100 円
その他　運動できる服装で、屋内・屋外用シュー

ズ・タオル・水筒を持参ください。

ミニバスケットボール教室
日　時　６月～７月の週１回
場　所　桂川東小学校体育館
対　象　町内居住の小学４年生～６年生
参加費　無料
その他　屋内用シューズ・タオル・水筒を持参く

ださい。

ソフトエアロ教室
日　時　１月～３月の週１回
　　　　13 時 40 分～ 15 時 10 分
場　所　桂川町総合体育館
対　象　町内居住の女性
参加費　１回 100 円
その他　屋内用シューズ・バスタオルまたはマッ

ト、タオルを持参ください。

教　　室（総合福祉センター　☎ 65・0001）4

　身体をゆっくりと動かし、様々な動作の中で日頃あまり使わ

ない筋や筋肉などを鍛えていく太極拳。足腰の弱まりなどによ

る介護を予防する運動としても注目されています。

　運動はしたいけど、なにか手軽で無理なく長く続けられるも

のをお探しの方など、ぜひご参加ください。

指 導 者　吉田 美智子

事 務 局　林 功（☎ 65・1772）

開催日時　毎週月曜日 /13 時～ 15 時

◇  太極拳サークル桂川教室 ～健康づくりに、太極拳をはじめてみませんか？～
指導者　井上 美奈子

代表者　八尋 佐喜夫

　　　　（　  0120・70・5020）

活動日　毎週随時募集中
　　　　（曜日・時間等はご相談ください。）
会費等　無料
ホームページ　http://www.kimono-soubi.com

15  着付け教室

【スポーツ】各教室の申込・問合先
各教室申込・詳細等は、下記にお問合せください。
日程は毎月発行の広報・行事カレンダーをご覧ください。

　社会教育課　社会体育係（桂川町総合体育館内）

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 65・5145

健康体操教室
若い方からご年配の方まで、どなたでも手軽にで
きる健康体操教室です。
日　時　４月 16 日～３月 25 日までの毎週金曜
　　　　13 時 40 分～ 15 時 10 分
場　所　桂川町総合体育館（第一アリーナ）
対　象　町内居住の女性
参加費　１回 100 円

平 22. 広報けいせん 4 月　14 頁15 頁　平 22. 広報けいせん 4 月



お知らせ

国
民
健
康
保
険
の
皆
さ
ん

検
診
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
せ
ん
か
！

◆ 医療介護保険係

　

桂
川
町
国
民
健
康
保
険
の
集
団
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
検
診
を
受
け
、
体
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
病
気

の
予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

※ 

検
診
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
検
診
日
】
５
月
20
日
㈭ 

９
時
～
10
時
30
分
ま
で
受
付　

【
検
診
場
所
】
桂
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」

【
検
診
内
容
】

　

①
ガ
ン
検
診
（
胃
ガ
ン
・
大
腸
ガ
ン
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

　
　
［
対
象
者
］
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　

②
成
人
検
診
（
身
体
測
定
・
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・
血
液
検
査
・
心
電
図
等
）

　
　
［
対
象
者
］
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
40
歳
未
満
の
方

※ 

40
歳
以
上
の
方
は
、
６
月
か
ら
実
施
す
る
特
定
健
康
診
査
で
の
受
診

を
お
願
い
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
、個
別
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

【
検
診
申
込
期
間
】
※
土
日
・
祝
日
を
除
く

　

４
月
26
日
～
５
月
７
日
（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

【
申
込
時
に
必
要
な
物
】

　

◎
国
民
健
康
被
保
険
者
証

　

◎
検
診
料
一
部
負
担
分
（
※
残
り
は
国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
ま
す
。）

　
　

40
歳
未
満
の
方 

２
０
０
０
円
（
ガ
ン
検
診
・
成
人
検
診
分
）

　
　

40
歳
以
上
の
方 

１
０
０
０
円
（
ガ
ン
検
診
分
）

申
込
・
問
合
先　

保
険
環
境
課 

医
療
介
護
保
険
係　

☎
６
５
・
１
０
９
７

お知らせ

後
期
高
齢
者
医
療
の
皆
さ
ん

毎
年
一
度
は
身か

ら

だ体
の
総
点
検
を
！

◆ 福岡県後期高齢者医療広域連合

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
被
保
険
者
を
対
象
に
生
活
習

慣
病
の
予
防
及
び
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的
と
し
て
健
康
診
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
被
保
険
者
全
員
に
、
４
月
下
旬
に
受
診
票
を

送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

※
但
し
、
健
康
診
査
の
目
的
か
ら
、
生
活
習
慣
病
（
ガ
ン
、
脳
血
管
疾
患
、

心
疾
患
、
動
脈
硬
化
症
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
な
ど
）
の

治
療
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
者
と
な
り
ま
せ
ん
。　

【
健
診
期
間
】
４
月
下
旬
～
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
健
康
診
査

の
実
施
医
療
機
関
で
個
別
に
予
約
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
健
診
費
用
】
５
０
０
円
（
受
診
時
に
医
療
機
関
窓
口
に
て
自
己
負
担
）

【
受
診
票
に
つ
い
て
】
受
診
時
に
医
療
機
関
に
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
４
月
末
ま
で
に
被
保
険
者
と
な
る
方･･･

４
月
下
旬
頃
郵
送

◎
５
月
以
降
に
被
保
険
者
と
な
る
方･･･

被
保
険
者
と
な
る
月
（
75
歳
の

誕
生
月
）
の
上
旬
頃
郵
送

問
合
先　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
９
２
・
６
５
１
・
３
１
１
１

お知らせ

妊
婦
さ
ん
と
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
を
優
し
く
応
援
す
る

「
妊
婦
さ
ん
の
安
心
安
産
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
開
催

◆ 健康づくり係

　

安
産
の
た
め
に
は
心
と
体

が
柔
軟
で
あ
る
こ
と
、
お
な

か
の
赤
ち
ゃ
ん
と
絆
を
深
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
満
足

の
い
く
良
い
お
産
は
楽
し
い

子
育
て
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
妊
婦
さ
ん
の
安
心
安
産

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
で
は
、
お

産
が
も
っ
と
も
っ
と
楽
し
み
に
な
る
お
話
を
助
産
師
が
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
妊
婦
さ
ん
仲
間
と
の
出
会
い
の
輪
も
広
が
り
様
々
な
情
報
交
換

も
で
き
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
心
地
良
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
♪

【
日　

時
】
※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
日

時　

間

◎ 

５
月
10
日
㈪

10
時
30
分
～
12
時

（
受
付
：
10
時
15
分
～
10
時
30
分
）

◎ 

７
月
12
日
㈪

※
右
記
以
降
の
日
程
は
、
随
時
広
報
け
い
せ
ん
に
掲
載
し
ま
す
。

【
場　

所
】
桂
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

子
ど
も
の
部
屋

【
対
象
者
】
妊
娠
16
週
以
降
で
経
過
良
好
な
方
（
お
子
さ
ん
連
れ
も
OK
で
す
。）

【
持
っ
て
く
る
物
】
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
係　

☎
６
５
・
０
０
０
１

お知らせ

該
当
す
る
方
は
、
接
種
を
お
忘
れ
な
く

Ｍ
Ｒ
〔
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
〕
予
防
接
種

◆ 健康づくり係

　

非
常
に
強
い
感
染
力
を
持
っ
た
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る

感
染
症
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
。
一
昨
年
か
ら
大
学
、
高
校
と
い
っ
た
年

代
で
流
行
し
ま
し
た
。
麻
し
ん
・
風
し
ん
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
重

篤
な
後
遺
症
等
を
残
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
最
も
効
果
的
な
予
防
法
は
、
適
切
な
期
間
に
行

う
予
防
接
種
で
す
。
そ
の
た
め
、
桂
川
町
で
も
定
期
の
予
防
接
種
と
し

て
Ｍ
Ｒ
予
防
接
種
を
指
定
医
療
機
関
に
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

【
平
成
22
年
度 

Ｍ
Ｒ
予
防
接
種
該
当
者
】

学　

年

誕
生
日

◎ 

中
学
１
年
生

平
成
9
年
4
月
2
日
～
平
成
10
年
4
月
1
日
生
ま
れ

◎ 

高
校
３
年
生

平
成
４
年
4
月
2
日
～
平
成
５
年
4
月
1
日
生
ま
れ

※
予
防
接
種
該
当
者
に
は
、
4
月
初
旬
に
個
人
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】
接
種
方
法
等
詳
し
く
は
、

個
人
通
知
に
同
封
の
案
内
文
書
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
福
祉
課

健
康
づ
く
り
係

☎
６
５
・
０
０
０
１

17 頁　平 22. 広報けいせん 4 月 平 22. 広報けいせん 4 月　16 頁

古代くん情報局
王塚装飾古墳館のマスコットキャラクター　古代くん



お知らせ

若
年
者
専
修
学
校
等
技
能
修
得
資
金
貸
与
事
業

修
学
資
金
等
の
貸
与
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◆ 教務係

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
専
修
学
校
や
各
種
学
校
（
但
し
、
県
の

指
定
す
る
対
象
の
学
校
）
で
の
修
学
が
困
難
な
方
は
、「
修
学
資
金

等
の
貸
与
制
度
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
者
】

①
平
成
22
年
３
月
に
中
学
・
高
校
を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
平
成

21
年
度
に
高
校
を
中
退
し
た
人

②
経
済
的
に
課
程
の
履
修
が
困
難
な
人
（
但
し
、
収
入
基
準
が
あ

り
ま
す
。）

【
申
込
期
限
】
４
月
30
日
㈮

申
込
・
問
合
先　

学
校
教
育
課 
教
務
係　

☎
６
５
・
１
１
４
９

　

縦
覧
制
度
と
は
、
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
固
定
資
産
税
を
納
税
し
て
い
る
人
が
縦
覧
で
き

る
制
度
で
す
。（
但
し
、
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。）

　

不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
納
税
通
知
書
の
交
付
後
60
日
以
内
に
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
対
し
て
審
査
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

【
縦
覧
期
間
】
４
月
１
日
～
４
月
30
日
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

平
日 

８
時
30
分
～
17
時
15
分

【
縦
覧
場
所
】
桂
川
町
役
場
税
務
課 

税
務
係

【
縦
覧
で
き
る
人
】
固
定
資
産
税
の
納
税
者

問
合
先　

税
務
課 

税
務
係　

☎
６
５
・
１
０
７
６

◆ 税務係 お知らせ

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

平
成
22
年
度 

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
公
開
し
ま
す

　

身
体
障
が
い
者
の
方
の
所
有
す
る
軽
自
動
車
及
び
、
身
体
障
が
い
者

と
生
計
を
一
に
す
る
方
で
軽
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
な
ど
は
、
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
税
務
課
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
桂
川
町
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【U
R

L

】 http://w
w

w
.to

w
n.keisen.fukuo

ka.jp/

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ 

⇨ 

暮
ら
し
の
情
報 

⇨ 

各
種
手
続
き 

⇨ 

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

【
申
請
期
間
】

５
月
１
日
付
発
送
の
納
付
書
が
届
い
て
か
ら
納
期
限
７
日
前
ま
で
受
付

※
申
請
期
間
以
降
の
受
付
は
出
来
ま
せ
ん
。

【
申
請
時
に
必
要
な
物
】

①
納
税
通
知
書
及
び
納
付
書
（
５
月
１
日
発
送
予
定
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

　

戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か

③
運
転
免
許
証

④
印　

鑑

⑤
申
請
書

【
そ
の
他
注
意
事
項
】

①
減
免
さ
れ
る
車
は
一
人
１
台
に

　

限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自
動
車
税
（
普
通
車
）
を

　

減
免
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
さ
れ
る
方
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

税
務
課 

税
務
係　

☎
６
５
・
１
０
７
６

◆ 税務係 お知らせ

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
の
身
体
障
が
い
者
減
免
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　

病
気
や
ケ
ガ
の
治
療
で
行
わ
れ
る
輸
血
は
、
皆
様
の
献
血
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

桂
川
町
で
は
年
３
回
献
血
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
２
３
３
人
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

科
学
が
進
歩
し
た
現
在
で
も
、
血
液
は
人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
は
出
来

ず
、
輸
血
に
は
常
に
新
鮮
な
血
液
が
必
要
で
す
。

　

今
年
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
日　

時
】
４
月
28
日
㈬ 

　
（
午
前
の
部
）
10
時
～
12
時
30
分 

（
午
後
の
部
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場　

所
】
桂
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」

【
対　

象
】
18
～
69
歳
で
体
重
50
㎏
以
上
の
方

※
65
～
69
歳
の
方
は
、
過
去
64
歳
ま
で
に
献
血
経
験
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

ま
た
、
女
性
の
方
で
昨
年
４
月
29
日
以
降
、
４
０
０
ml
献
血
を
２
回
さ
れ
た
方
は
、

今
回
は
献
血
で
き
ま
せ
ん
。
次
回
以
降
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
今
後
の
日
程
】
◎
８
月
18
日
㈬　

◎
12
月
13
日
㈪

問
合
先　

桂
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
６
５
・
２
２
７
１

◆ 桂川町社会福祉協議会 お知らせ

手
軽
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

４
０
０
ml
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

募　集

厚
生
労
働
省
主
管

平
成
22
年
度
戦
没
者
慰
霊
巡
拝

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
遠
方
の
地
に
お
い
て
戦
没
さ
れ
た
方
々
を
追
悼

し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
慰
霊
巡
拝
団
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

【
予
定
実
施
地
域
・
予
定
時
期
】　

※
（  

）
内
は
予
定
人
員

旧
ソ
連

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州

８
月
21
日
～
９
月
２
日

（
15
名
）

ザ
バ
イ
カ
ル
地
方

８
月
29
日
～
９
月
10
日

（
15
名
）

ア
ム
ー
ル
州

９
月
５
日
～
９
月
17
日

（
15
名
）

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方

９
月
５
日
～
９
月
17
日

（
15
名
）

中　

国

中
国
東
北
地
区

９
月
１
日
～
９
月
11
日

（
10
名
）

南　

方

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

10
月
22
日
～
10
月
30
日

（
15
名
）

硫
黄
島
（
第
１
次
）

11
月
９
日
～
11
月
10
日

（
50
名
）

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

11
月
13
日
～
11
月
20
日

（
30
名
）

ミ
ャ
ン
マ
ー

12
月
３
日
～
12
月
11
日

（
30
名
）

マ
リ
ア
ナ
諸
島

１
月
22
日
～
１
月
29
日

（
20
名
）

ト
ラ
ッ
ク
諸
島

１
月
22
日
～
１
月
29
日

（
15
名
）

フ
ィ
リ
ピ
ン

２
月
２
日
～
２
月
11
日

（
60
名
）

硫
黄
島
（
第
２
次
）

２
月
16
日
～
２
月
17
日

（
１
０
０
名
）

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

２
月
26
日
～
３
月
４
日

（
15
名
）

※
予
定
時
期
、
予
定
人
員
に
つ
い
て
は
今
後
変
更
が
あ
り
得
ま
す
。

【
参
加
資
格
】
戦
跡
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺

族
〔
配
偶
者
（
再
婚
し
た
方
を
除
く
）、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
〕

で
実
施
時
期
に
お
い
て
原
則
80
歳
以
下
の
方

【
そ
の
他
】
申
込
期
間
（
予
定
時
期
の
約
３
～
４
カ
月
前
）、
費
用
等

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

☎
６
５
・
０
０
０
１

福
岡
県
福
祉
労
働
部
保
護
・
援
護
課

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
１

◆ 福祉係

【
日　

時
】
５
月
９
日
㈰　

９
時
～（
受
付
）　

９
時
30
分
～
開
会

【
場　

所
】
全
天
候
型
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

【
対　

象
】
町
内
居
住
者
（
参
加
費
無
料
）

【
申
込
締
切
】
５
月
６
日
㈭
ま
で

申
込
・
問
合
先　

桂
川
町
体
育
指
導
委
員
会
事
務
局

☎
６
５
・
５
１
４
５

◆ 体育指導委員会 お知らせ

桂
川
町
体
育
指
導
委
員
会 

主
催

ペ
タ
ン
ク
を
楽
し
も
う
！
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古代くん情報局
王塚装飾古墳館のマスコットキャラクター　古代くん



New DVD

新刊 DVD 入荷

桂川町立図書館

４月

期　間　４月 13 日（火）～５月 30 日（日）

時　間　９時～ 16 時 30 分

休館日　毎週月曜日（※５月３日は開館）

主な展示物　王塚古墳及び各地の装飾古墳を描い

た油彩画、水彩画 50 点

時　間　入場無料（※但し、常設展示は通常料金です。）

問合先　社会教育課 文化財振興係
（王塚装飾古墳館内）☎ 65-2900

平成 22 年度 春季コダイム企画展

「築山節生が描いた装飾古墳の世界」展
　筑豊から輩出された多くの芸術家の中でも、代表的な

人物として故築山節生画伯があげられます。元福岡学芸

大学（現福岡教育大学）教授で「二紀会」の重鎮として

活躍されました。築山画伯と「王塚古墳」との縁は深く、

晩年には王塚古墳をはじめ九州各地の装飾古墳をモチー

フとした作品を数多く描かれました。三角や円の幾何学

文様と独特の色づかいによって表現された装飾古墳の壁

画は、まさに古代九州人

のダイナミックな絵画表

現を現代に蘇らせた作品

と言えます。

　今回、王塚装飾古墳館

に寄贈・寄託されている

代表的な油彩、水彩画の

作品を展示します。皆さ

まのご来場、お待ちして

おります。

◆ 文化財振興係来て見て体感！

王塚古墳「春の特別公開」

公開日　４月 17 日（土）・18 日（日）

時　間　９時 30 分～ 16 時（現地受付）

その他　「第４回コダイム春祭り」同時開催（雨天一部中止）

王塚太鼓の演奏やフリーマーケット、「夢・人・未来塾」
による体験など様々なコーナーがあります。

【王塚古墳】
王塚古墳は６世紀に造

られた前方後円墳で、

全国に多数ある装飾古

墳の中でも超一級の装

飾古墳です。1952 年、

国の特別史跡に指定さ

れました。

※フリーマーケットでは個人出品者を募集します。
　詳しくは、岡本 ☎ 65-0787 までお問合せください。

桂
川
町
立
図
書
館
館
長
の
有
馬
で
す
。

最
近
入
っ
た
新
刊
本
お
ス
ス
メ
の
一
冊
で
す
。

あ
な
た
の
心
に
響
く
本
、
あ
な
た
の
知
り
た
い
情
報

を
網
羅
し
た
雑
誌
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
る
知
識
の
宝

庫
、
町
立
図
書
館
に
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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　 April

４月号

お問い合せは

☎６５ー４９４６
よ く よ む

今月の PICK UP

　廃線をたどるのが趣味の「ぼく」は奥多摩の小河内線をおとずれた時、

鉄道ファンの「平間」と出会い交際を続けていた。ある日「平間」は

「まぼろしの廃線跡」の話をした後、忽然と姿を消す。「ぼく」は「平間」

の行方を追って、「菜月」とともにまぼろしの廃線、草笛線をたどる。

　そこに見た驚愕の奇跡とは……。

　読者を一気に結末へと牽引するミステリアスなロマン。

平成 22 年度 桂川町立図書館事業紹介

【乳児（４カ月）対象】
ブックスタート ･･･ 毎月１回

４カ月乳児検診時に絵本を手渡し、本を通しての
乳児と保護者のふれあい作りのお手伝いをします。

　桂川町立図書館では、本や DVD などの視聴覚

メディアによる情報発信のみならず、より多く

の皆さまに学びの場、憩いの場としてご利用い

ただくよう様々な事業を行っています。

　平成 22 年度に桂川町立図書館が行う事業の一

部をご紹介します。多くの皆さまのご来館、ご

参加をお待ちしています。

※各事業の日程は、変更となる場合があります。詳細は、開催
期日が近づきましたら随時広報誌面等でお知らせいたします。

♪
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
♪
仲
良
く
ケ
ン
カ

し
な
！
ト
ム
♪
ト
ム
ト
ム
ニ
ャ
ー
オ
♪

…
…
で
始
ま
る
ネ
コ
と
ネ
ズ
ミ
の
楽
し

い
ア
ニ
メ
で
す
！

ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー

テ
イ
ル
ズ
（
短
編
新
シ
リ
ー
ズ
）

妻
の
病
気
と
向
き
合
え
な
い
で
い
た
主
人
公
夫

婦
が
、
事
故
で
孤
児
と
な
っ
た
少
年
を
引
き
取

り
、
お
互
い
が
心
を
通
い
あ
わ
せ
て
行
く
心
温

ま
る
感
動
の
物
語
。

監　

督
：
ア
リ
ソ
ン
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド

主　

演
：
ケ
ビ
ン
・
ベ
ー
コ
ン

レ
ー
ル
ズ
＆
タ
イ
ズ

最
高
の
人
生
の
見
つ
け
方

余
命
６
ヶ
月
を
宣
告
さ
れ
た
２
人
の
老
人

が
、
共
に
残
り
の
短
い
人
生
を
ど
う
生
き
る

か
を
問
い
か
け
た
名
作
で
す
。

監　

督
：
ロ
ブ
・
ラ
イ
ナ
ー

主　

演
：
ジ
ャ
ッ
ク
・
ニ
コ
ル
ソ
ン

モ
ー
ガ
ン
・
フ
リ
ー
マ
ン　

図書館カレンダー ■は休館日です。

○はミニミニおはなし会（14 時～ 14 時 30 分）開催日です。

日 月 火 水 木 金 土
5月4月

6
13
20
27

日 月 火 水 木 金 土

7
14
21
28

5
12
19
26

7
14
21
28

6
13
20
27

1
8
15
22
29

3
10
17
24

2
9
16
23
30

4
11
18
25

1
8
15
22
29

5
12
19
26

4
11
18
25

2
9
16
       23
30

3
10
17
       24
31

日 月 火 水 木 金 土
5月4月

6
13
20
27

日 月 火 水 木 金 土

7
14
21
28

5
12
19
26

7
14
21
28

6
13
20
27

1
8
15
22
29

3
10
17
24

2
9
16
23
30

4
11
18
25

1
8
15
22
29

5
12
19
26

4
11
18
25

2
9
16
       23
30

3
10
17
       24
31

声
の
出
演 

ト
ム
：
肝
付
兼
太

ジ
ェ
リ
ー
：
堀　

絢
子

図書館館長おススメの１冊

「ロスト・トレイン」【著　者】中村　弦
【出版社】新潮社

【幼児・児童対象】
春のおはなし会 ･･･ ４月 24 日㈯

司書と図書ボランティアによる楽しいおはなし会です。

【一般対象】
文学講座⑤ ･･･6 月 5 日㈯～毎月第１土曜（全 6 回）

元高校の国語教諭でもある桂川町立図書館 有馬館長によ
る古典文学「大鏡」を読み解く講座です。

【町民対象】
「絵手紙」教室 ･･･6 月 20 日㈰

講師 八児凉代さん（土師二）による美しい絵手紙の書き
方教室です。

【小学生以上対象】
科学探訪 ･･･7 月 23 日㈮

北九州市の「いのちの旅博物館」でものしり博士になろう！

【町民対象】
夏休み工作 ･･･8 月 22 日㈰

講師 岡野千鶴さん（桂ヶ丘）によるパネルシアターづく
りと、楽しく遊ぶ教室です。

【一般対象】
文学探訪 ･･･10 月 10 日㈰

文学者「日野葦平＆松本清張」の作品、足跡を味わう講座です。

【町民対象】
第 12 回図書館まつり ･･･10 月 31 日㈰

町文化祭と同日開催で、古本市・図書ボランティアのおは
なし会・劇団公演など、楽しい催しがもりだくさんでお贈
りする、年に一度の町立図書館あげての一大イベントです。

【町民対象】
布「小物作り教室」･･･11 月 28 日㈰

図書ボランティア「布っ子」代表の西岡貴代子さん他を講
師に、布で作る正月用小物作り教室です。



学校の“今”を発信！　　連載「教育情報　桂川っ子」
問合先　桂川町教育委員会（☎ 65・1149）
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「
桂
川
中
が
目
指
す
学
び
の
学
校
」

桂
川
中
学
校 

校
長　

山
本 

和
生

　

平
成
21
年
度
も
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
、
地

域
の
方
々
か
ら
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

桂
川
中
学
校
で
は
、
社
会
で
通
用
す
る
学
力
（
学

ぶ
意
欲
と
確
か
な
学
力
）
と
規
範
意
識
を
も
っ
た

生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
た
授
業
づ

く
り
や
社
会
性
・
規
範
意
識
を
高
め
る
活
動
の
充

実
、
豊
か
な
心
の
育
成
を
今
年
度
の
重
点
と
し
て

教
育
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
全
教

師
に
よ
る
年
１
回
の
公
開
授
業
研
究
や
、
日
常
の

指
導
も
含
め
た
良
好
な
人
間
関
係
づ
く
り
、
職
場

体
験
や
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
な
ど
で
す
。

　

今
年
度
も
、
多
く
の
方
々
が
学
校
に
お
見
え
に

な
り
、
生
徒
の
姿
を
見
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
生
徒
の
落
ち
着
い
た
学
習
状
況
や
学
校

生
活
の
様
子
に
、
非
常
に
良
い
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ま
だ
、「
学
び
の
学
校
」
へ
道
半
ば
で

す
が
、
今
後
と
も
温
か
く
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

　
「
伸
び
を
認
め
、
そ
し
て
前
進
」

桂
川
小
学
校 

校
長　

本
田 

義
隆

番
号

平
成
21
年
度
重
点
内
容

伸
び

１

互
い
の
違
い
を
認
め
る
技
能

＋
15

２

他
者
の
感
情
を
共
感
で
き
る
技
能

＋
10

３

し
っ
か
り
聴
き
、
話
す
技
能

＋
12

４

対
等
な
関
係
を
つ
く
る
技
能

＋
10

５

差
別
を
見
き
わ
め
る
技
能

＋
10

６

暴
力
を
つ
か
わ
ず
解
決
す
る
技
能

＋
14

７

公
平
な
判
断
が
で
き
る
技
能

＋
20

８

考
え
た
こ
と
を
学
年
×
10
個
書
く

＋
20

９

教
科
書
の
字
を
す
べ
て
読
む

＋
13

10

学
習
の
仕
方
を
身
に
つ
け
る

＋
16

11

髪
を
そ
め
な
い
等
き
ま
り
を
守
る

＋
８

12

そ
う
じ
を
し
っ
か
り
す
る

＋
10

　

重
点
内
容
12
項
目
す
べ
て
に
お
い
て
伸
び
が
あ

り
ま
す
。
め
ん
ど
く
さ
い
、
わ
か
ら
ん
の
こ
と
ば

を
へ
ら
す
た
め
の
凡
事
徹
底
で
す
。
つ
み
あ
げ
る
、

や
る
べ
き
こ
と
は
や
る
、
ダ
メ
な
こ
と
は
ダ
メ
、

こ
れ
ら
は
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
で
す
。

伸
び
を
認
め
、
さ
ら
に
前
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
学
校
と
地
域
と
の
連
携
」

桂
川
東
小
学
校 
校
長　

田
島 

久
美
子

　
「
今
日
は
、
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
が
あ
る
か
ら
、
楽
し

み
！
」
朝
、
校
門
を
く
ぐ
る
二
年
生
の
女
子
の
つ

ぶ
や
き
で
す
。
木
曜
日
の
放
課
後
と
土
曜
日
は
、

桂
川
東
小
学
校
の
体
育
館
を
中
心
に
、
桂
川
「
ひ

ま
わ
り
」
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
が
開
か
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
の
方
々

に
見
守
ら
れ
て
、
自
由
遊
び
・
俳
句
・
民
謡
踊
り
・

料
理
な
ど
の
活
動
を
楽
し
み
ま
す
。

　

２
月
28
日
に
は
、
こ
の
桂
川
「
ひ
ま
わ
り
」
ア

ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
委
員
会
が
「
特
に
優
れ
た
活
動
」

を
行
っ
た
と
し
て
、
県
知
事
さ
ん
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。『
自
分
は
良
い
面
を
持
っ
た
か
け
が
え

の
な
い
、
大
切
な
存
在
で
あ
る
』
と
い
う
気
持
ち
。

つ
ま
り
、『
自
尊
感
情
』
を
活
動
の
中
で
子
ど
も
た

ち
に
育
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
く
感
謝

す
る
と
こ
ろ
で
す
。
学
校
教
育
を
支
え
、
子
ど
も

た
ち
を
育
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
学
校
と
地
域
が
し
っ
か
り
連
携
を

深
め
、
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
い
う

思
い
を
強
く
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

 農産物直売所 「 けいせん  とれたて村 」

　“桂川の旬”好評販売中！

開店日時　毎週日曜 ９時から 12 時まで
　　　　　（※売り切れ次第終了）

場　　所　旧給食センター
　　　　　 ※総合福祉センター「ひまわりの里」横（桂川郵便局側）

問合先　桂川町役場 産業振興課
☎ 65 － 1106

　　　　（農産物出荷者 随時募集中 !!）

　農産物直売所「けいせん とれたて村」は、毎週日曜日の

午前中、旧給食センターにて販売を行っています。

　ぜひ、地元桂川でとれた新鮮な農産物をご賞味ください。

　“子どもが小さいから”と遠慮せず、今こそいろんなことに挑戦し

ましょう！

　子育て中の母親サークル「トライアングル」では、月２回集まり、

託児付の料理や小物作りなど、またバスハイクや音楽会など、子ど

もと一緒に楽しめることを通じ、子育ての相談やリフレッシュ、親

子の仲間作りを目的に活動しています。

　この教室は、サークル活動に関心のある方や、単発的に参加を希

望される方のための教室です。多くの方の参加をお待ちしています！

平成 22 年度“子育て中の保護者支援企画”

“手作りいろいろ教室”開催
お知
らせ

日　時 場 所

第１回
5 月 18 日（火）

10 時～ 12 時 30 分 調理室

お菓子作り

第２回
6 月 8 日（火）

10 時～ 12 時 研修室

フラワーアレンジメント

第３回
6 月 15 日（火）

10 時～ 12 時 多目的室

親子レクリエーション

第４回
6 月 29 日（火）

10 時～ 12 時 30 分 調理室

料　理

第５回
7 月 6 日（火）

10 時～ 12 時 桂寿苑

ティータイム交流

【場　所】総合福祉センター「ひまわりの里」（※第５回は桂寿苑）

【託　児】３カ月頃から（３カ月未満の場合はご相談ください）

【費　用】全講座で 1,000 円（託児料含む）

【定　員】託児数 15 名程度　
【対　象】桂川町在住の家で子育てされている保護者

町外の方は定員に余裕がある場合のみ受入れ

【受付期間】町内の方は４月 26 日～５月 13 日
町外の方は５月 10 日～５月 13 日
※定員になり次第締切ります。

【主　催】桂川町社会福祉協議会
子育て支援グループ「トライアングル」

【協　力】子育て支援「Wa － Wa」
申込・問合先　桂川町社会福祉協議会

☎ 65 － 2271

23 頁　平 22. 広報けいせん 4 月 平 22. 広報けいせん 4 月　22 頁

古代くん情報局
王塚装飾古墳館のマスコットキャラクター　古代くん



防犯
6
5
4
3

2
1
0

平成 22 年１月～ 2 月 街頭犯罪件数累計： 15 件

（件）

青色防犯

 パトロール

桂川町内で発生した街頭犯罪件数（2 月中） 交通事故発生状況（2 月中）
  飯塚署管内【飯塚市・嘉麻市（旧稲築町）・桂川町】

   発生件数　　 99 件（234）

   負傷者数　　130 人（345）

   死亡者数　　 0 人（2）

  桂川町内で発生した交通事故

   発生件数　　  14 件（14）

   負傷者数　　  11 人（21）

   死亡者数　　　 0 人（0）    

※（  ）内は、平成 22 年 1 月～ 2 月累計

交通
◎防犯・交通に関する問合せは

飯塚警察署
　　☎ 21・0110

桂 川 交 番
　　☎ 65・0110

◎防災・消防に関する問合せは
桂川消防署
　　☎ 65・0321

桂川町役場　総務課
　　☎ 65・1100

　福岡県では、全国で初めて暴力団排除条例（平成 22 年４月１日施行）を制定しました。

　これを受けて、桂川町でも先の３月議会で「桂川町暴力団排除条例」が全会一致で決議され、

平成 22 年４月１日から施行されます。

　この桂川町暴力団排除条例は、暴力団が町民の生活や社会経済活動に介入し、暴力及びこれ

を背景とした資金獲得活動によって多大な脅威を与えている昨今、桂川町としての暴力団排除

に関する基本理念や町及び町民等の役割、施策等を定め、町民の安全で平穏な生活を確保し、

桂川町における社会経済活動の健全な発展に寄与することを目的としています。

◎町民の安全で平穏な生活の確保へ
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地域の安全を守る

平成 22 年桂川町の消防表彰者
　地域で消防・防災活動に尽力されている消防団・消防団員に敬意を表して、
平成 22 年飯塚市・嘉麻市・桂川町消防連合出初式にて以下の方々に表彰状
が贈られました。
　これからも、地域に住む方々の生命と財産を守る要としての消防団活動を
よろしくお願いします。

福岡県消防協会 会長表彰（永年勤続消防団員）
※（ ）は勤続年数

本　　部 副 団 長 梶嶋英二（35） 本　　部 副 団 長 原中恒美（35）
本　　部 本 部 員 藤川隆藏（30） 第一分団 分 団 長 中嶋政信（30）
第二分団 副分団長 藤田堅志（30） 第三分団 副分団長 久保康弘（30）
第二分団 副分団長 三宅雅昭（25） 第二分団 部 長 永水祥之輔（25）
第三分団 部 長 丸山義信（25） 第三分団 部 長 倉智俊則（25）
第三分団 班 長 倉智正徳（25） 第一分団 副分団長 坂梨直行（21）
第一分団 部 長 原田朱次（21） 第二分団 部 長 伊藤秀一（21）
第三分団 部 長 原中孝行（21） 第三分団 部 長 藤川和久（21）
第三分団 班 長 原中俊光（21） 第二分団 班 長 大塚　通（15）
第三分団 団 員 原中清春（15） 第三分団 班 長 城戸　剛（15）
第一分団 団 員 原田　豪（10） 第一分団 班 長 神﨑博和（10）
第一分団 団 員 山上雅彦（10） 第一分団 班 長 青山　寛（10）
第一分団 部 長 大西博敏（10） 第二分団 団 員 伊藤昇平（10）
第二分団 団 員 吉岡泰範（10） 第二分団 班 長 原　克之（10）

福岡県消防協会 会長表彰
（親子優良消防団員）

第三分団

部 長 藤川和久
団 員 藤川直樹

福岡県知事表彰（優良消防団員）
第一分団 副分団長 吉田健一 第一分団 部 長 林田哲弘
第二分団 部 長 山邉久長 第二分団 班 長 高嶋征敏
第二分団 班 長 谷口秀司 第二分団 班 長 西郷　豊

桂川町消防団 団長表彰
本部分団 団 員 宮脇一弥 第一分団 団 員 神﨑宏昭
第一分団 団 員 大塚正史 第一分団 団 員 藤春義幸
第二分団 団 員 樋口和宏 第三分団 団 員 藤川良弘
第三分団 団 員 倉智大茂

福岡県消防協会 会長表彰（優良消防団員）
第一分団 団 員 青柳　寿 第一分団 団 員 末吉直哉
第一分団 団 員 梶嶋政司 第一分団 団 員 林田真吾
第一分団 団 員 久保山謙一 第二分団 団 員 瀬戸山　仁
第二分団 団 員 松本博喜 第二分団 班 長 松尾栄作
第二分団 団 員 三宅慎也 第三分団 団 員 川波俊二
第三分団 団 員 芳中敬吾

▲ 表彰を受ける梶嶋副団長（左）と原中副団長

 桂川町暴力団排除条例を制定

◎主な内容
　桂川町暴力団排除条例には、「町の役割」と「町民等の役割」が定められています。

【町の役割】　町民や県、その他暴力団排除に取り組む団体との連携や、暴力団排除に関する

情報の提供があります。さらに、公共工事やその他町の事務または事業により暴力団を利する

ことがないようにし、暴力団や暴力団員と密接な関係を有する者を町が実施する入札に参加さ

せない等の必要な措置を行います。また、町内の青少年や子どもたちへの暴力団排除の重要性

の認識や犯罪の被害を受けないようにするための教育にも努めるよう定められています。

【町民等の役割】　町の行う暴力団排除の取り組みへの協力や、町内事業者は暴力団を利すること

とならないようにするとともに、暴力団排除に資すると認められる情報を知ったときは、町及

び警察等に情報提供するよう努めなければなりません。また、町民は債権の回収や紛争解決な

どに暴力団の威力を利用したり、暴力団の威力を利用する目的で、暴力団等に対して金品、そ

の他の財産上の利益を供与してはならないと定められています。

25 頁　平 22. 広報けいせん 4 月 平 22. 広報けいせん 4 月　	24 頁

防犯・防災情報ページ

 外出は、明るい服装で出かけましょう！
  夜間歩行中や自転車乗車中の交通事故が増えています！

安全を見守る  消えるまで  ゆっくり火の元  にらめっ子
  火災予防統一標語
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暮
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の
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暮
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訪
問
看
護
に
必
要
な
基
礎
知
識
・
技

術
の
習
得
を
目
的
と
し
た
講
習
会
で
す
。

日　

時　

６
月
～
12
月
中
で
の
32
日
間

９
時
30
分
～
16
時
30
分
で
週
１
日
か

ら
週
２
日
程
度

会　

場　
【
講
義
】
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福

岡
（
福
岡
市
東
区
馬
出
四
丁
目
一
〇

番
一
号
）、【
実
習
】
県
内
諸
施
設

受
講
資
格　

３
年
以
上
の
看
護
の
実
務

経
験
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
訪
問
看
護

を
始
め
よ
う
と
す
る
者
、
ま
た
は
訪

問
看
護
に
従
事
し
て
い
る
者

費　

用　

４
万
２
千
円
（
資
料
代
等
）

申
込
締
切　

４
月
26
日
㈪

申
込
方
法　

申
込
書
を
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
ま
で
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て

申
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
福
岡

県
看
護
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【URL

】http://w
w

w.fukuoka-kango.or.jp

そ
の
他　

日
程
、
講
習
内
容
等
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

㈳
福
岡
県
看
護
協
会 

福
岡
県

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２
・
６
３
１
・
１
２
２
１

①
進
行
性
筋
委
縮
症
児
の
キ
ャ
ン
プ

対　

象　

県
内
の
進
行
性
筋
委
縮
症
児

及
び
保
護
者

期　

間　

７
月
24
日
㈯
～
25
日
㈰

場　

所　

千
石
の
郷
（
福
岡
市
早
良
区

石
釜
三
三
三
ー
二
）

②
海
の
キ
ャ
ン
プ

対　

象　

県
内
の
小
学
３
年
生
～
中
学

３
年
生
の
在
宅
肢
体
不
自
由
児

期　

間　

８
月
10
日
㈫
～
12
日
㈭

場　

所　

福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家「
玄

海
の
家
」（
宗
像
市
神
湊
一
二
七
六
）

③
山
の
キ
ャ
ン
プ

対　

象　

県
内
の
小
学
３
年
生
～
中
学

３
年
生
の
在
宅
肢
体
不
自
由
児

期　

間　

８
月
25
日
㈬
～
27
日
㈮

場　

所　

や
す
ら
ぎ
荘
（
朝
倉
郡
筑
前

町
大
字
三
箇
山
五
〇
八
）

申
込
期
間　

５
月
６
日
～
５
月
20
日

申
込
先　

桂
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
の
里
」
ま
た
は
嘉
穂
・

鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

問
合
先　

福
岡
県
肢
体
不
自
由
児
協
会 

（
福
岡
県
庁
障
害
者
福
祉
課
内
）

　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
６
４

　

福
岡
県
で
は
、
企
業
や
大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

等
で
社
会
貢
献
活
動
を
実
践
ま
た
は
研
究
し
て

い
る
青
年
を
海
外
に
派
遣
し
、
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
青
年
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ウ
イ
ン
グ
２
０
１
０
（
第
13
回
福
岡
県

青
年
の
翼
）」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

実
施
期
間　

11
月
14
日
～
20
日
の
７
日
間

訪
問
国　

イ
ギ
リ
ス

募
集
人
員　

30
名

対
象
年
齢　

18
～
35
歳
（
平
成
22
年
４

月
１
日
現
在
）

負
担
金　

10
万
８
千
円

募
集
期
間　

４
月
21
日
～
６
月
15
日

問
合
先　

福
岡
県
青
年
の
翼
実
行
委
員

会
事
務
局（
福
岡
県
庁
青
少
年
課
内
） 

　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
６

　

福
岡
県
で
は
、「
看
護
の
心
を
み
ん
な
の

心
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
看
護
の
心
、
ケ
ア
の

心
を
一
人
ひ
と
り
に
分
か
ち
合
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
21
世
紀
の
高
齢
社
会
を
担
う
若

い
世
代
に
も
そ
の
心
が
受
け
継
が
れ
る
よ
う

「
看
護
の
日
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

５
月
15
日
㈯ 

12
時
～
16
時

場　

所　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡
（
福
岡

市
東
区
馬
出
四
丁
目
一
〇
番
一
号
）

内　

容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
救
急
蘇
生
の
実

演
、
講
演
会
、
健
康
相
談
、
看
護
師

等
に
な
る
た
め
の
進
路
相
談
ほ
か

参
加
費　

無
料

問
合
先　

福
岡
県
保
健
医
療
介
護
部
医

療
指
導
課
看
護
指
導
係 

　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
７
６

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
ま
た
は
離
婚

協
議
中
の
方
を
対
象
に
養
育
費
の
電
話

無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

平
日
の
９
時
～
16
時

問
合
先　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
）

　

☎
２
１
・
０
３
９
０
（
担
当
・
柴
田
）

　

Ｄ
Ｖ
問
題
や
多
重
債
務
、
生
活
保
護

の
受
給
手
続
き
、
保
護
命
令
申
立
な
ど

の
書
類
作
成
方
法
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、

司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時　

４
月
17
日
㈯ 

10
時
～
15
時

面　

談　

事
前
に
予
約
が
必
要

面
談
場
所　

面
談
予
約
時
に
直
接
お
知

ら
せ
し
ま
す
。（
福
岡
市
内
）

電
話
相
談
専
用
番
号　

　

☎
０
９
２
・
７
２
４
・
９
５
０
５

申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
青
年
司
法
書

士
協
議
会
（
担
当
・
平
郷
）

　

☎
０
９
２
・
７
５
２
・
８
２
７
０

　

福
岡
県
弁
護
士
会
で
は
、
今
年
も
５

月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
「
憲
法
週
間
」

を
記
念
し
、
県
内
各
地
域
で
無
料
法
律

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

①
飯
塚
部
会
（
電
話
予
約
制
・
定
員
12
名
）

日　

時　

５
月
10
日
㈪ 

13
時
～
16
時

場　

所　

飯
塚
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚

市
新
立
岩
六
ー
一
六 

弁
護
士
ビ
ル
３
階
）

申
込
受
付　

４
月
26
日
㈪ 

９
時
～
受
付

　
（
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
先　

飯
塚
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
８
・
７
５
５
５

②
福
岡
部
会
（
電
話
予
約
制
・
定
員
１
０
０
名
）

日　

時　

５
月
11
日
㈫
・
12
日
㈬ 

10
時
～

15
時
30
分

場　

所　

福
岡
県
弁
護
士
会
天
神
弁
護
士

セ
ン
タ
ー
（
福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
五
ー

一
四
ー
一
二 

南
天
神
ビ
ル
２
階
）

申
込
受
付　

４
月
26
日
㈪ 

９
時
～
受
付

　
（
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
先　

天
神
弁
護
士
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２
・
７
４
１
・
３
２
０
８

イ
ベ
ン
ト
内
容　

マ
イ
チ
ェ
ア
ー
作
り
、

丸
太
切
り
競
争
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
シ
ョ
ー
、
森
林
観
察
会
、
ア
ン
パ
ン

マ
ン
シ
ョ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

問
合
先　

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
事
務
局
（
福
岡
県
緑
化

セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
０
９
４
３
・
７
２
・
１
１
９
３

　

町
村
在
住
の
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん

（
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
）
を
対
象
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
就
労
を
支

援
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
支

援
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
お

住
ま
い
の
町
役
場
で
面
談
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

問
合
先　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
）

　

☎
２
１
・
０
３
９
０

　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
の
方
を
対
象

と
し
た
就
労
支
援
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
で
す
。

日　

時　

５
月
18
日
～
21
日 

９
時
30
分

～
16
時
30
分

場　

所　

嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
会
議
室
（
飯
塚
市
新
立
岩

八
ー
一 

福
岡
県
総
合
庁
舎
内
）

受
講
料　

無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代

２
１
０
０
円
程
度
は
自
己
負
担
）

託　

児　

有
・
就
学
前
の
子
供
（
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。）

申
込
締
切　

４
月
30
日
㈮

問
合
先　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
）

　

☎
２
１
・
０
３
９
０

　

毎
年
恒
例
の
緑
の
イ
ベ
ン
ト
が
今
年

も
田
主
丸
で
開
か
れ
ま
す
。
新
緑
の
季

節
、
緑
に
触
れ
て
穏
や
か
な
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
多
数
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

５
月
９
日
㈰ 

９
時
45
分
～
15

時
10
分
頃
ま
で

場　

所　

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
久
留

米
市
田
主
丸
町
益
生
田
一
一
二
五
）

平 22. 広報けいせん 4 月　26 頁27 頁　平 22. 広報けいせん 4 月

講
演
・
研
修

訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会

相
談
・
法
律

養
育
費
の
電
話
無
料
相
談

女
性
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
会

「
憲
法
週
間
」
無
料
法
律
相
談

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
就
労
支
援

生
活
・
雇
用

講
演
・
研
修

看
護
の
日
の
つ
ど
い

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ウ
イ
ン
グ 

２
０
１
０

催
し
・
募
集

福
岡
県
肢
体
不
自
由
児
療
育
キ
ャ
ン
プ

就
労
支
援
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

第
23
回
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル



町の交差点 まちのわだい 暮らし の 情報

暮
ら
し
の
情
報

　

暴
力
団
に
よ
る
暴
力
等
被
害
者
の
早
期

救
済
を
目
的
に
、
警
察
、
弁
護
士
会
、
県
暴

追
セ
ン
タ
ー
、
飯
塚
市
民
事
暴
力
相
談
セ
ン

タ
ー
等
が
連
携
し
て
、
面
接
・
電
話
に
よ
る

集
中
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日　

時　

４
月
24
日
㈯ 

10
時
～
16
時

場　

所　

飯
塚
市
民
事
暴
力
相
談
セ
ン

タ
ー
（
飯
塚
市
役
所
２
階
）

電
話
相
談
専
用
番
号　

　

☎
２
２
・
３
８
８
３

問
合
先　

㈶
福
岡
県
暴
力
追
放
運
動
推

進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２
・
６
５
１
・
８
９
３
８

り
28
歳
未
満
）

◎
一
次
試
験
日　

５
月
15
日
㈯

　

※
飛
行
要
員
希
望
者
は
16
日
㈰
も
可

◆
一
般
曹
候
補
生　
【
陸
・
海
・
空
】

◎
18
歳
以
上
27
歳
未
満

◎
一
次
試
験
日　

５
月
22
日
㈯

受
付
期
間　

～
５
月
10
日
㈪
ま
で

そ
の
他　

資
格
年
齢
は
、
平
成
23
年
４

月
１
日
現
在
の
年
齢
で
す
。
採
用
予

定
数
、
試
験
会
場
等
、
詳
し
く
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部 

飯
塚
地
域
事
務
所

　

☎
２
２
・
４
８
４
７

試
験
日　

６
月
20
日
㈰

試
験
会
場　

近
畿
大
学
産
業
理
工
学
部

（
飯
塚
市
柏
の
森
一
一
ー
六
）

試
験
種
類　

全
種
類

受
験
申
込
方
法　

郵
送
、
電
子
申
請
又

は
消
防
試
験
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
で
持
参

願
書
受
付
締
切　

４
月
19
日
～
４
月
30

日
の
消
印
ま
で

願
書
送
付
先　

〒
８
１
２
・
０
０
３
４

　

福
岡
市
博
多
区
下
呉
服
町
一
ー
一
五

ふ
く
お
か
石
油
会
館
３
階

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
福
岡
県
支

部
（
☎
０
９
２
・
２
８
２
・
２
４
２
１
）

【
受
験
準
備
講
習
会
】

種　

類　

乙
種 

第
４
類

日　

時　

５
月
23
日
㈰

場　

所　

飯
塚
地
区
消
防
本
部
（
飯
塚

市
片
島
三
丁
目
一
六
ー
八
）

申
込
受
付
期
間　

４
月
19
日
～
５
月
21

日
ま
で
（
※
平
日
12
時
15
分
～
13
時

を
除
く
、
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
（
嘉
飯
地
区
危
険
物
安
全
協
会
ま
で
）

※
受
験
願
書
、
試
験
準
備
講
習
会
申
込

書
は
、
４
月
19
日
頃
よ
り
飯
塚
地
区

消
防
本
部
予
防
課
及
び
最
寄
り
の
消

防
署
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

飯
塚
地
区
消
防
本
部 

予
防
課

　

☎
２
２
・
７
６
０
７
（
担
当
・
中
西
）

募
集
試
験

○
裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅰ
・
Ⅱ
種
試
験

○
家
庭
裁
判
所
調
査
官
補
採
用
Ⅰ
種
試
験

受
付
期
間　

～
４
月
15
日
㈭
ま
で

第
１
次
試
験
日　

５
月
30
日
㈰

受
験
資
格　

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

そ
の
他　

受
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書
は

最
寄
り
の
裁
判
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

試
験
詳
細
等
、
詳
し
く
は
最
高
裁
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【U
R

L

】http://w
w

w
.courts.go.jp/

問
合
先　

福
岡
地
方
裁
判
所
事
務
局
人
事
課

　

☎
０
９
２
・
７
８
１
・
３
１
４
１
（
内

線
３
１
６
１
）

募
集
種
目

◆
一
般
幹
部
候
補
生　
【
陸
上
】
一
般
要

員
、【
海
上
】
一
般
要
員
、
飛
行
要
員
、

技
術
幹
部
候
補
生
、【
航
空
】
一
般
要

員
、
飛
行
要
員

◎
22
歳
以
上
26
歳
未
満
（
※
場
合
に
よ

桜のつぼみも膨
ふく

らみ始めた３月 11 日、桂川中学校で 63 回目

となる平成 21 年度卒業証書授与式が行われ、141 名が卒業しました。式は厳かな雰

囲気の中進み、最後の卒業生による合唱や体育館から退場する時には、感極まって涙

する生徒も。その後は、各教室で生徒自身の企画で生徒・保護者が教壇に立ち感謝の

手紙を読みあげるクラスや、恩師に感謝の言葉とともに花束を一人ずつプレゼントす

るなど、各クラス様々な趣向をこらした最後のホームルームが行われました。そして、

３年間のたくさんの思い出やなかまとの出会いとともに学び舎を後にしていきました。

３ 年間のたくさんの思い出とともに
第 63 回 桂川中学校卒業証書授与式

３年間、楽しかったよ～♪

▲ 担任の先生に感謝の言葉と花束を贈るクラス ▲ 生徒一人ずつが教壇に立ち、保護者への感謝の手紙を詠みあげるクラス

みんな元気に頑張れよ～！

ありがとう！

先
生
あ
り
が
と
う

頑
張
れ
よ
！

平 22. 広報けいせん 4 月　28 頁
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町の交差点 まちのわだい

卒園まで残り約１ヵ月となった２月 21 日。善来寺保育園の年長クラ

ス・すみれ組が、卒園の記念にジャガイモを植えました。子どもたち

は、講師の川野 学さん（土居一）にジャガイモの植え方やジャガイ

モができるまでなどの話を聞きながら、「保育園への恩返し。」「みん

なで美味しく食べれるように。」などと願いながら種イモを植えまし

た。すみれ組のみんなが元気にランドセルを背負って小学校にもなれ

た５月後半には、立派なジャガイモがたくさん採れることでしょう。

卒 園の記念に植樹ならぬジャガイモ植え
善来寺保育園 すみれ組（年長）

桂川町内を巡回する福祉バス（月曜運休）車両が、３月２日

から新型車両に変わりました。以前の福祉バス２台は、平成

２年と４年デビューで、それぞれの走行距離も約 40 万㎞（赤

道一周約４万㎞）と長く頑張ってくれました。しかし、故障

等も多くなったことから、国の地域活性化経済危機対策臨時

交付金事業を活用し、新型車両を購入しました。これからも

安全運行に努めてまいりますので、よろしくお願い致します。

乗 降りしやすく、座席もゆったりになりました
桂川町 福祉バス

よ り良い直売所を目指して視察に行ってきました！
農産物直売所 けいせん とれたて村 出荷者協議会

けいせん とれたて村出荷者が、近隣の道の駅等へ勉強会に

行ってきました。小石原道の駅では、駅長から出荷状況の説

明を受け、質疑応答では様々な質問を行い研修しました。そ

の後の“原鶴ひまわりの湯”での昼食会では、出荷者が各地

域ごとの栽培方法について意見交換するなど、大変有意義な

視察研修でした。これからも出荷者一同、とれたての新鮮な

野菜を食べていただけるよう頑張ります。

ヒンヤリとした早朝の体育館に、２月 21 日“桂川中学校

おやじの会”メンバーや PTA、学校の先生たちが集まって、

愛校作業として体育館の内側の壁の再塗装を行いました。

今年は、昨年の体育館外装の美化に引き続き内装を美しく

して、子どもたちが気持よく運動したり部活をしたり出来

るようにしようと取り組みました。子どものことを学校だ

けに任せるのではなく、学校・保護者・地域が連携し合っ

てこそ、子どもたちは健全に育つと発足した“桂川中学校 

おやじの会”。発起人でもある太田さん（天道区）は、「今

後も、子どもたちが落ち着いて学校生活が送れるように、

活動を続けていきますので学校の先生、PTA、地域の方々

のご協力をお願いします。また、多くの皆さんの“おやじ

の会”への参加をお願いします。」と述べられていました。

子 どもたちのために！そして、学校に感謝！
桂川中学校 おやじの会

まだまだ外は冷たい風が吹く２月 21 日、平山研修所で毎年恒例

の平山一区・二区福祉部「世代間交流」が行われました。今年は、

点字ボランティア“カトレア会”会長の岩田さんを講師に迎え、

子ども15人、大人31人が点字に挑戦しました。自分の名前をシー

ルに点字で打って、大人たちはメガネケース、子どもたちは筆
ふでばこ

箱

にはり、その後は皆で楽しく会食をして交流を図りました。

点 字を通じて世代間交流を行いました
平山一区・二区福祉部主催

鬼 は外！健康と幸せは～内！
笹尾一区老人クラブ・婦人会

▲ 種イモに「大きくな～れ！大き
くな～れ！」とつぶやきながら、
優しく土をかぶせる園児。

笹尾一区の老人クラブと婦人会のメンバー

20 人が、２月６日に公民館で“いきいき

体操教室”と３日遅れの節分豆まきを行い

ました。年男扮する「赤鬼」が登場すると、

その妙演技に豆をまく人々も思わず笑いが

こぼれ、楽しいひと時を過ごしました。

平 22. 広報けいせん 4 月　30 頁31 頁　平 22. 広報けいせん 4 月
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町の交差点 まちのわだい

　春は「変化」の季節です。中学校を卒業された皆さんは、９ヵ年

の義務教育を終え、今後は桂川町という地域の枠から、さらに大き

く広がった中で学び、切磋琢磨し、新たな友情を育み、大いに飛躍

されることだと思います。今年度、「広報けいせん」担当に「変化」

はなく、私が皆さまのもとへ取材にお伺いします。しかし、「広報け

いせん」の中身は、より親しまれ、読んでいただけるものへと「変化」

に努めてまいります。今年度も、よろしくお願いします。（斉藤）

▲

永
な が し ま

島 紗
さ や

彩ちゃん １歳

H21.4.6 生（土師三）

いっぱい笑って、
いっぱい泣いて
すくすく育ってね♪
紗彩はパパとママの宝物だよ♡

お誕生日おめでとう祝

広報紙に関するお問合せは、☎ 65・1082 まで編集 後記＊
Editorial Postscript

藤
ふ じ か わ

川 涼
り お

桜ちゃん ３歳

H19.4.24 生（泉ヶ丘団地）

お誕生日おめでとう♡
これからもすくすく大きく
元気に育ってネ
ずっと宜しくね♡♡

山
や ま が み

上 陽
ひ な の

菜乃ちゃん ２歳

H20.4.12 生（土師二）

これからも　いっぱい歌って
いっぱい踊って 
いっぱい笑おうね♪
ずーっとずーっと大スキだよ♡

原
は ら

 尚
な お き

輝くん ２歳

H20.4.11 生（土居一）

いつもニコニコ笑顔を
ありがとう
これからもいっぱい
抱っこさせてね♡

「北海道風景」
池隅 冨雄 さん撮影

カ メ ラ　　ニコン
レ ン ズ　　28m/m
シャッター　　1/250

寒のもどりとなった３月７日、環境美化活動の一環として

西田清流公園内の河川清掃を“桂川町の明日を創る会”の

若者たちが行いました。子どもたちが安全に川遊びができるよう作られた公園内の

河川が、近年は葦に埋め尽くされてしまっていたため、以前のように水遊びができ、

ホタル舞う清流に戻そうと昨年から取り組んでいる活動です。「進捗具合はどうで

すか？」の問いかけに、「葦を刈り取り、堆積した河川の泥を取り除く作業は容易

ではありませんが、いつの日かホタルが乱舞する清流にしたいと思います。今後も、

住みよい桂川町となるよう頑張ります！」と三宅会長は力強く述べられていました。

一 歩一歩、ホタルが乱舞する川を目指して！
桂川町の明日を創る会

２月28日にアクロス福岡で行われた“青少年アンビシャスシンポジュ

ウム”で、桂川「ひまわり」アンビシャス広場が、県知事表彰を受賞

しました。桂川東小で、学校や地域の人々が協力して自由遊びや民謡

踊りなど、子どもたちの見守り活動を長年行ってきました。受賞の報

告に井上町長を訪れた皆さんは、「逆に子どもたちに元気をもらって、

楽しませてもらっています。」とにこやかに話されていました。

子 どもたちの健全育成活動に敬意を表して！
桂川「ひまわり」アンビシャス広場

平 22. 広報けいせん 4 月　32 頁

町の交差点

素敵な笑顔募集中！

　誕生日の記念に、お子さんのステキな笑顔を

紙面に飾ってみませんか。満１歳から３歳まで

のお子さんの写真を募集します。

　締め切りは、お誕生月の前月 10 日ごろです。

◉写真は紙出力でもデジカメデータでも結構です。
　※データで頂けるときれいに仕上がり、おススメです。

◉お子さんの名前（ふりがな）、性別、生年月日、
年齢、お子さんへのコメント（40 字以内）、連
絡先を記入したメモを添付ください。

◉郵送、持参（役場総務課・２階）、メールでも受
付けています。

 ≪ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ≫
　　kohodensan@town.keisen.lg.jp

【問合先】総務課 広報電算係 ☎ 65・1082
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平成 22 年 4 月行事カレンダー

17
㈯

王塚古墳「春の特別公開」
9:30 ～ 16:00  王塚古墳

▽
泉
河
内
小
学
校
卒
業
式　

３
月
18
日
、
卒

業
生
３
人
の
卒
業
式
が
泉
河
内
小
学
校
で
あ
り

ま
し
た
。
泉
小
の
全
校
児
童
は
18
人
で
、
卒
業

生
の
一
人
が
内
山
田
区
か
ら
通
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
が
最
後
に
な
り
そ
う
で
す
。
そ
の
理
由
は
、

小
学
生
が
当
分
の
間
い
な
い
こ
と
と
平
成
24
年

度
を
も
っ
て
廃
校
の
計
画
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

控
え
室
で
は
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
が
、

式
場
に
入
る
と
卒
業
生
は
勿
論
、
先
生
も
保
護

者
も
来
賓
も
深
い
感
慨
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

桂
川
町
長
と
し
て
の
挨
拶
は
、
お
そ
ら
く
最

初
で
最
後
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
途
中
で
感

極
ま
り
声
が
詰
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

あ
の
感
情
は
一
体
何
だ
ろ
う
？
と
今
で
も
不

思
議
な
気
が
し
ま
す
。
万
感
の
想
い
が
胸
に
迫

り
、
記
憶
の
一
部
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ

う
な
…
…
。

　

３
人
は
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
、
２
人
は
プ

ロ
野
球
、
ひ
と
り
は
サ
ッ
カ
ー
の
選
手
が
夢
だ

そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
活
躍
し

た
後
は
、
３
人
と
も
地
元
に
戻
っ
て
農
業
を
し

た
い
と
卒
業
文
集
に
書
い
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
社
会
の
ひ
ず
み
の
現
象
と
し
て
「
限
界

集
落
」
が
あ
り
ま
す
。
集
落
の
崩
壊
は
山
間
地

か
ら
中
山
間
地
、
そ
し
て
地
方
都
市
の
疲
弊
へ

と
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

過
疎
地
域
を
守
る
こ
と
の
難
し
さ
と
ふ
る
さ

と
を
想
う
心
の
大
切
さ
を
、
改
め
て
感
じ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

桂
川
町
長　

井
上
利
一

★ウォーキング教室（総合体育館・総合グラウンド）　開催時間 9:50 ～ 11:20　　★健康体操教室（総合体育館）開催時間 13：40 ～ 15：10

20
㈫

乳児健診
　（受付は対象月齢によって異なります）
　総合福祉センター
ブックスタート（町立図書館主管事業）
　上記乳児健診時に対象者に絵本を配布
★ウォーキング教室

9
㈰

当番医　徳永眼科医院
　☎ 25・0011（飯塚市楽市）
ペタンクを楽しもう

9:30 ～（受付） 全天候型ゲートボール場

13
㈫

健康相談
 13:30 ～ 14:30  総合福祉センター
★ウォーキング教室

≫

4 月

11
㈰

当番医　青柳医院
　☎ 65・0013（桂川町土師）

4
㈰

当番医　大村内科医院
　☎ 65・0016（桂川町土師）

12
㈪

母子健康手帳発行とお話
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

6
㈫

ポリオ生ワクチン投与
 13:00 ～ 14:00（受付）  総合福祉センター

7
㈬

わんぱく教室（遊び）
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

8
㈭

心配ごと相談
 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター

15
㈭

3 歳児健診
 13:15 ～ 14:00（受付）  総合福祉センター

14
㈬

補聴器定期相談
 13:00 ～ 14:00  総合福祉センター

11
㈫

健康相談
 13:30 ～ 14:30  総合福祉センター
介護相談
 13:00 ～ 15:00  総合福祉センター
★ウォーキング教室

12
㈬

わんぱく教室（おやつ）
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター
補聴器定期相談
 13:00 ～ 14:00  総合福祉センター

13
㈭

妊婦さん安心教室
 9:45 ～ 10:00（受付）  総合福祉センター
心配ごと相談
 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター

16
㈮★健康体操教室

18
㈰

当番医　塚本クリニック
　☎ 72・4388（飯塚市平塚）
王塚古墳「春の特別公開」

9:30 ～ 16:00  王塚古墳
第 13 回コダイムカップ（バレーボール）
開始 9:30 ～ 総合体育館

25
㈰

当番医　上村皮ふ科・形成外科
　☎ 22・2973（飯塚市忠隈）

22
㈭

心配ごと相談
 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター

23
㈮★健康体操教室

26
㈪

ピヨピヨ教室
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

27
㈫

ポリオ生ワクチン投与
 13:00 ～ 14:00（受付）  総合福祉センター
★ウォーキング教室

29
㈭

当番医　あそう内科クリニック
　☎ 29・1666（飯塚市楽市）

≫

5 月
2
㈰

当番医　穂波整形外科医院
　☎ 25・0066（飯塚市太郎丸）
歯科当番医（9:00～13:00）
　ごとう歯科医院
　☎ 62・5033（嘉麻市下碓井）

3
㈪

当番医　麻生耳鼻咽喉科医院
　☎ 28・1122（飯塚市堀池）
歯科当番医（9:00～13:00）
　川波歯科医院
　☎ 65・4010（桂川町土居）

4
㈫

当番医　おおつか眼科医院
　☎ 72・2828（飯塚市長尾）
歯科当番医（9:00～13:00）
　佐野歯科クリニック
　☎ 25・8041（飯塚市中）

5
㈬

当番医　永芳医院
　☎ 72・0294（飯塚市阿恵）
歯科当番医（9:00～13:00）
　小島歯科医院
　☎ 52・0235（嘉麻市上山田）

7
㈮

母子健康手帳発行とお話
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター
★健康体操教室

10
㈪

妊婦さん安心安産エクササイズ
 10:30 ～ 12:00  総合福祉センター

14
㈮★健康体操教室

16
㈰

当番医　なかお胃腸科クリニック
　☎ 21・5755（飯塚市堀池）

※ 在宅当番医は変更が多々ありますので、当日の新聞（筑豊版）でご確認ください。
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